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2022年 3月発行

　北辰通り（大正4年第七高等学校第14回記念祭歌「北辰斜に」に由来）。鹿児島大学のシ
ンボル。キャンパスのメインストリートであり、約250ｍにわたりワシントンヤシが並び、
南国鹿児島らしさを演出しております。

表紙イラスト　ヨシサコ ツバサ（画家/イラストレーター）
鹿児島大学教育学部美術専修卒。得意なモチーフは楽器/食べ
物/市街。キャッチーかつポップで明るく鮮やかな色合いのイ
ラスト制作が得意。2020年後半からこれらの要素と「昭和レトロ」の要素を融合させたよう
な作品も制作し、2021年頃からは鹿児島の風景とその中で生活するうさぎさんのキャラク
ターを活き活きと描いた作品を中心に制作しています。

　九州の大地で元気に育った香り豊かなレモングラスをティーバッグにしました。目覚めの一杯、休憩の一杯、リラッ

クスの一杯。爽やかな香りでホッと一息つきませんか？

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

今号の表紙「北辰通り」

「九州産レモングラス+厳選されたハーブ」
内容量：3g×6袋（ティーパック） 価格：700円（税込）【レモングラス・ティーのみ  6 5 0円（税込）】
原材料：国産のレモングラスを使用したハーブティー。農学部との研究開発商品です。全5種類。

レモングラス・ティー、レモングラス＆スペアミント／パクチーシード／タイジンジャー／パクチーリーフ
カフェイン：0％

kagoshima_univ.koho

Instagramでも情報発信中！
＊本誌掲載の写真は撮影時のみマスクをはずしています。

283__________
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地
域
課
題
等
の
集
約
と
情
報
共
有
の
一
助
と
し
て「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
支
援
シ
ス
テ
ム
」（
C
o
S
M
o
S
）を
開
発
し
、2
0
2
0
年
４

月
よ
り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

日
々
の
産
学
連
携
活
動
の
中
で

寄
せ
ら
れ
る
問
い
合
わ
せ
や
相
談

な
ど
を
随
時
入
力
し
、進
捗
管
理

と
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
の
分
析
や

今
後
の
活
動
方
針
策
定
に
も
寄

与
す
る
も
の
で
す
。

2
0
2
2
年
1
月
末
現
在
の

問
い
合
わ
せ
・
相
談
件
数
は

2
8
9
件
で
、そ
の
う
ち
1
9
4

件
が
南
九
州
・
南
西
諸
島
域
か

ら
で
全
体
の
64
％
を
占
め
て
い
ま

す
。組
織
別
に
は
県
内
企
業
88

件
、県
内
自
治
体
・
団
体
77
件
、

県
外
企
業
50
件
、学
内
40
件
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
南
九
州
及
び
南
西
諸
島
に
お
け
る

地
域
活
性
化
の
中
核
的
拠
点
」を
目
指
し
て

地
域
に
眠
る
潜
在
的
課
題「
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ズ
」を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

特
集

鹿
児
島
大
学
独
自
の
地
方
創
生
推
進
事
業

南
九
州
及
び
南
西
諸
島
域
を
フィ
ー
ル
ド
と

す
る
鹿
児
島
大
学
は
、温
帯
・
亜
熱
帯
の
島
嶼

を
有
す
る
地
域
特
性
と
農
・
水
産
・
獣
医
学
部

を
持
つ
総
合
大
学
の
強
み・
特
色
を
活
か
し
、地

域
活
性
化
の
中
核
的
拠
点
と
し
て
2
0
1
8

年
4
月
、産
学
・
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
南
九
州
・
南
西
諸
島
域
の
地
域
課

題
を
一
元
的
に
収
集
し
、学
内
研
究
者
等
と
連

携
し
て
、食
品
加
工
、観
光
産
業
・
国
際
、エ
ネ
ル

ギ
ー
、農
林
畜
産
、水
産
業
、地
域
防
災
・
医
療

の
6
つ
の
事
業
育
成
分
野
を
基
盤
に
、地
域
課

題
解
決
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
ティ
ン
グ
活
動
か

ら
、地
域
に
眠
る
潜
在
的
課
題「
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー

ズ
」※
の
発
掘
・
収
集
、産
学
連
携
研
究
成
果
の

可
視
化
の
た
め
の「
オ
ー
プ
ン
実
証
ラ
ボ
」の
運

営
、そ
し
て
研
究
成
果
の
社
会
実
装
・
導
出
支

援
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。そ

の
結
果
、2
0
2
0
年
度
の
南
九
州
・
南
西
諸

島
域
に
関
わ
る
共
同
研
究
・
受
託
研
究
受
入
件

数
は
2
0
1
0
〜
2
0
1
5
年
度（
第
二
期
）

の
平
均
値
に
対
し
て
約
2
・
5
倍
と
な
り
、大
幅

に
増
加
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
4
月
、こ
れ

ら
の
成
果
を
基
盤
に
、研
究

支
援
か
ら
地
域
課
題
収
集
、

マッ
チ
ン
グ
、プ
ロ
ジェ
ク
ト
支

援
、知
財
の
導
出
、社
会
実
装

ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
施
す
る
体
制
と
し

て
、研
究
支
援
業
務
を
担
当
す
る「
U
R
A
セ
ン

タ
ー
」と
産
学
地
域
連
携
・
知
財
管
理
業
務
を

担
当
す
る「
産
学
・
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
」を
統

合
し
、「
南
九
州
・
南
西
諸
島
域
イ
ノ
ベー
シ
ョン

セ
ン
タ
ー
」を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、研
究
者
に
よ
る「
知
の
深
化
」を
支

援
す
る
と
共
に
、地
域
に
眠
る
潜
在
的
課
題「
マ

イ
ク
ロニ
ー
ズ
」の
発
掘
・
収
集
・
磨
き
上
げ
を
通

じ
た「
知
の
探
索
」を
推
進
し
、大
学
が
持
つ
研

究
シ
ー
ズ
や
教
育
を
地
域
が
持
つ
フィ
ー
ル
ド
で

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、本
学
の「
知
の
力
」を

拡
充
さ
せ
、さ
ら
な
る
イ
ノベー
シ
ョン・
新
産
業

創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
社
会
共
創
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」で
は
、自
治
体
へ
の
訪
問
や
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
、実
地
調
査
活
動
等
を
通
じ
、地
域
課
題
の
包
括
的
な

発
掘
・
収
集
・
集
約
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
大
学
の
知
的
資
源
の
効
果
的
提
供
を
図
る
た
め
、南
九

州
・
南
西
諸
島
域
で
重
点
分
野
と
な
る
食
品
加
工
、観
光
産
業
・
国

際
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、農
林
畜
産
、水

産
業
、地
域
防
災
・
医
療
の
６
つ
の

事
業
育
成
分
野
に
つ
い
て
学
部
横

断
的
な
教
員
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
部

会
を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、そ
の

中
に
地
域
課
題
を
研
究
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
会
を
27
立
ち
上
げ
、

2
0
1
8
〜
2
0
2
1
年
度
に

29
テ
ー
マ
の
研
究
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
そ
れ
ら
の
研
究
成

果
を「
見
え
る
化
」す
る
目
的
で
構

築
し
て
い
る
の
が
、P
3
〜
4
で
紹

介
す
る「
オ
ー
プ
ン
実
証
ラ
ボ
」で

す
。

援
、知
財
の
導
出
、社
会
実
装

ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
施
す
る
体
制
と
し

※

マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ズ
と
は…

　こ
れ
ま
で
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
自
然
・
当
然
な
事
象
で
あ
り
、課

題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、地
域
外
の
観
察
者
に
よ
り

明
確
に
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、か
つ
そ
の
解
決
過
程
に
お
い
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
さ
れ
る
潜
在
的
課
題
。

南九州・南西諸島域共創機構長
岩井 久 理事・副学長

南九州・南西諸島域の地域課題に応える研究成果の展開と
それを活用した社会実装による地方創生推進事業

2018年度～2021年度
文部科学省 国立大学法人機能強化促進費事業

大学発ベンチャー自治体職員
（特に島嶼域）

社会実装チーム
南九州・南西諸島域に
おける本学の研究成果
の展開・社会実装組織

南
九
州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構

司法政策教育研究センター 地震火山地域防災センター

URAセンター
鹿児島大学

鹿児島県
（産業支援機関・公設試）

金融機関
（認定コーディネーター）

関係機関

研究推進機構

総合教育機構

9学部・9研究科
鹿児島大学病院

学内共同教育研究施設

国立大学法人 琉球大学
地域連携推進機構

南九州・南西諸島域
宮崎・鹿児島・沖縄を主要エリアとして地域課題

鹿児島大学琉球大学
研究シーズ・

特許情報検索システム
「SearchKURU」

市町村

他大学・短大・高専

企業団体等

社会共創イニシアティブ

食品加工 観光産業・国際
エネルギー 農林畜産
水産業 地域防災・医療

6部会から構成される学部横断的な
教員グループ

オープン実証ラボ ～中小企業の研究・開発力強化～

多機能実証ラボ IoT実証ラボ
IoT先端農業実証ラボ 地域産品高度活用実証ラボ

HACCP対応型食品製造実証ラボ 海洋ビッグデータ構築実証ラボ
カーボンニュートラル実証フィールド 与論水産実験室

試作機会の提供による研究成果を可視化するための施設

研修研究成果の
社会実装問題解決／提言

鹿児島大学サポーター

鹿児島大学認定
コーディネーター

鹿児島県地域産業高度化
産学官連携協議会

研究成果の可視化

実
証
フィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

産学・地域連携マッチングシステム

地域課題の収集・発掘

産学・地域
共創センター

連携推進部門

知的財産リスク・
マネジメント部門

生涯学習部門

利用
登録

打合
せ等

ニーズ・シーズ
の投稿・検索

地域産業・地域
社会への貢献

ニーズ・シーズの
活用（共同研究等）

投稿者にチャット
やメールで連絡

KuRiPS

産学・地域マッチングサイト KuRiPSの位置付け コーディネート支援システム（入力画面）

地
域
課
題
の
発
掘
・
収
集
・
集
約

1
 

「
社
会
共
創
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」に
よ
る

 
地
域
課
題
の
発
掘
・
収
集
・
集
約

2
 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
支
援
シ
ス
テ
ム

 「
C
o
S
M
o
S
」の
開
発
と
運
用

産
業
界
・
大
学
等
、自
治
体
・
公
共
機
関
等（
以
下
、

産
学
・
地
域
）が
有
す
る
シ
ー
ズ（
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
、

助
成
金
等
）や
、解
決
し
た
い
ニ
ー
ズ（
課
題
等
）に
関

す
る
情
報
交
換
お
よ
び
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て「
産
学
・
地
域
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
」（
K
u
R
i
P
S
）を
構
築
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
1
月
末
現
在
の
利
用
登
録
者
数
は

1
0
9
ユ
ー
ザ
、登
録
情
報
件
数
は
5
5
2
件
で
す
。

3
 
産
学
・
地
域
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

 「
K
u
R
i
P
S
」の
運
用

特集 「南九州及び南西諸島における地域活性化の中核的拠点」を目指して
地域に眠る潜在的課題「マイクロニーズ」を活用したイノベーションの創出 鹿児島大学独自の地方創生推進事業
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ー
プ
ン
実
証
ラ
ボ
」の
運

営
、そ
し
て
研
究
成
果
の
社
会
実
装
・
導
出
支

援
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。そ

の
結
果
、2
0
2
0
年
度
の
南
九
州
・
南
西
諸

島
域
に
関
わ
る
共
同
研
究
・
受
託
研
究
受
入
件

数
は
2
0
1
0
〜
2
0
1
5
年
度（
第
二
期
）

の
平
均
値
に
対
し
て
約
2
・
5
倍
と
な
り
、大
幅

に
増
加
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
4
月
、こ
れ

ら
の
成
果
を
基
盤
に
、研
究

支
援
か
ら
地
域
課
題
収
集
、

マッ
チ
ン
グ
、プ
ロ
ジェ
ク
ト
支

援
、知
財
の
導
出
、社
会
実
装

ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
施
す
る
体
制
と
し

て
、研
究
支
援
業
務
を
担
当
す
る「
U
R
A
セ
ン

タ
ー
」と
産
学
地
域
連
携
・
知
財
管
理
業
務
を

担
当
す
る「
産
学
・
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー
」を
統

合
し
、「
南
九
州
・
南
西
諸
島
域
イ
ノ
ベー
シ
ョン

セ
ン
タ
ー
」を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、研
究
者
に
よ
る「
知
の
深
化
」を
支

援
す
る
と
共
に
、地
域
に
眠
る
潜
在
的
課
題「
マ

イ
ク
ロニ
ー
ズ
」の
発
掘
・
収
集
・
磨
き
上
げ
を
通

じ
た「
知
の
探
索
」を
推
進
し
、大
学
が
持
つ
研

究
シ
ー
ズ
や
教
育
を
地
域
が
持
つ
フィ
ー
ル
ド
で

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、本
学
の「
知
の
力
」を

拡
充
さ
せ
、さ
ら
な
る
イ
ノベー
シ
ョン・
新
産
業

創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「
社
会
共
創
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」で
は
、自
治
体
へ
の
訪
問
や
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
、実
地
調
査
活
動
等
を
通
じ
、地
域
課
題
の
包
括
的
な

発
掘
・
収
集
・
集
約
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
大
学
の
知
的
資
源
の
効
果
的
提
供
を
図
る
た
め
、南
九

州
・
南
西
諸
島
域
で
重
点
分
野
と
な
る
食
品
加
工
、観
光
産
業
・
国

際
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、農
林
畜
産
、水

産
業
、地
域
防
災
・
医
療
の
６
つ
の

事
業
育
成
分
野
に
つ
い
て
学
部
横

断
的
な
教
員
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
部

会
を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、そ
の

中
に
地
域
課
題
を
研
究
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
会
を
27
立
ち
上
げ
、

2
0
1
8
〜
2
0
2
1
年
度
に

29
テ
ー
マ
の
研
究
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
そ
れ
ら
の
研
究
成

果
を「
見
え
る
化
」す
る
目
的
で
構

築
し
て
い
る
の
が
、P
3
〜
4
で
紹

介
す
る「
オ
ー
プ
ン
実
証
ラ
ボ
」で

す
。

援
、知
財
の
導
出
、社
会
実
装

ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
施
す
る
体
制
と
し

※

マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ズ
と
は…

　こ
れ
ま
で
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
自
然
・
当
然
な
事
象
で
あ
り
、課

題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、地
域
外
の
観
察
者
に
よ
り

明
確
に
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、か
つ
そ
の
解
決
過
程
に
お
い
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
さ
れ
る
潜
在
的
課
題
。

南九州・南西諸島域共創機構長
岩井 久 理事・副学長

南九州・南西諸島域の地域課題に応える研究成果の展開と
それを活用した社会実装による地方創生推進事業

2018年度～2021年度
文部科学省 国立大学法人機能強化促進費事業

大学発ベンチャー自治体職員
（特に島嶼域）

社会実装チーム
南九州・南西諸島域に
おける本学の研究成果
の展開・社会実装組織

南
九
州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構

司法政策教育研究センター 地震火山地域防災センター

URAセンター
鹿児島大学

鹿児島県
（産業支援機関・公設試）

金融機関
（認定コーディネーター）

関係機関

研究推進機構

総合教育機構

9学部・9研究科
鹿児島大学病院

学内共同教育研究施設

国立大学法人 琉球大学
地域連携推進機構

南九州・南西諸島域
宮崎・鹿児島・沖縄を主要エリアとして地域課題

鹿児島大学琉球大学
研究シーズ・

特許情報検索システム
「SearchKURU」

市町村

他大学・短大・高専

企業団体等

社会共創イニシアティブ

食品加工 観光産業・国際
エネルギー 農林畜産
水産業 地域防災・医療

6部会から構成される学部横断的な
教員グループ

オープン実証ラボ ～中小企業の研究・開発力強化～

多機能実証ラボ IoT実証ラボ
IoT先端農業実証ラボ 地域産品高度活用実証ラボ

HACCP対応型食品製造実証ラボ 海洋ビッグデータ構築実証ラボ
カーボンニュートラル実証フィールド 与論水産実験室

試作機会の提供による研究成果を可視化するための施設

研修研究成果の
社会実装問題解決／提言

鹿児島大学サポーター

鹿児島大学認定
コーディネーター

鹿児島県地域産業高度化
産学官連携協議会

研究成果の可視化

実
証
フィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

産学・地域連携マッチングシステム

地域課題の収集・発掘

産学・地域
共創センター

連携推進部門

知的財産リスク・
マネジメント部門

生涯学習部門

利用
登録

打合
せ等

ニーズ・シーズ
の投稿・検索

地域産業・地域
社会への貢献

ニーズ・シーズの
活用（共同研究等）

投稿者にチャット
やメールで連絡

KuRiPS

産学・地域マッチングサイト KuRiPSの位置付け コーディネート支援システム（入力画面）

地
域
課
題
の
発
掘
・
収
集
・
集
約

1
 

「
社
会
共
創
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」に
よ
る

 
地
域
課
題
の
発
掘
・
収
集
・
集
約

2
 
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
支
援
シ
ス
テ
ム

 「
C
o
S
M
o
S
」の
開
発
と
運
用

産
業
界
・
大
学
等
、自
治
体
・
公
共
機
関
等（
以
下
、

産
学
・
地
域
）が
有
す
る
シ
ー
ズ（
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
、

助
成
金
等
）や
、解
決
し
た
い
ニ
ー
ズ（
課
題
等
）に
関

す
る
情
報
交
換
お
よ
び
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て「
産
学
・
地
域
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
」（
K
u
R
i
P
S
）を
構
築
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
1
月
末
現
在
の
利
用
登
録
者
数
は

1
0
9
ユ
ー
ザ
、登
録
情
報
件
数
は
5
5
2
件
で
す
。

3
 
産
学
・
地
域
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

 「
K
u
R
i
P
S
」の
運
用

特集 「南九州及び南西諸島における地域活性化の中核的拠点」を目指して
地域に眠る潜在的課題「マイクロニーズ」を活用したイノベーションの創出 鹿児島大学独自の地方創生推進事業
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特集 「南九州及び南西諸島における地域活性化の中核的拠点」を目指して
地域に眠る潜在的課題「マイクロニーズ」を活用したイノベーションの創出 鹿児島大学独自の地方創生推進事業

○
与
論
町
・
鹿
児
島
大
学
奄
美
群
島
拠
点

　
与
論
水
産
実
験
室

こ
れ
ま
で
与
論
町
役
場
お
よ
び
与
論
町
漁
業
協
同
組
合

と
水
産
物
の
鮮
度
保
持
に
関
す
る
共
同
研
究
を
実
施
し
、

A
T
P
濃
度
を
適
切
に
管
理
し
た
冷
凍
品
を
開
発
し
ま
し

た
。こ
れ
を「
A
T
P
魚
」と
し
て

商
標
を
取
得
し
、販
売
を
し
て
い

ま
す
。新
た
な
課
題
を
探
索
し
、

2
0
2
1
年
度
よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
を
付
加
価
値
と
し
た
与
論
島

農
水
産
物
の
新
規
商
品
化
研
究
を

開
始
し
ま
し
た
。

○
郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
学
部
屋
外
球
技
場

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
」へ
向
け
、国
内
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
今
日
、脱
炭
素
化
実
現
の
た
め
、省

エ
ネ
ル
ギ
ー
型
製
品
へ
の
注
目
は
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。本
学
理

工
学
研
究
科（
工
学
系
）化
学
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
水
田
敬
助
教
が
開

発
し
た
高
性
能
フ
ラ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
型
ヒ
ー
ト
ス
プ
レ
ッ
ダ（
通
称

「
F
G
H
P
®
」）は
、熱
を
逃
す
世
界
一
の
ベ
ー
パ
ー
チ
ャ
ン
バ
ー
で
、

高
性
能
・
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
し
た
画
期
的
な
新
規
冷
却
部
材
で
す
。

従
来
の
L
E
D
ラ
イ
ト
は
冷
却
装
置
の
限
界
に
よ
り
高
輝
度
の
も
の

が
作
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、F
G
H
P
を
コ
ア
技
術

と
し
た
最
適
な
冷
却
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
で
、高
輝
度

L
E
D
ラ
イ
ト
の
冷
却
問
題
を
解
決
し
ま
し
た
。

本
学
多
機
能
実
証
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
験
室
の
2
階
吹
き
抜
け

構
造
の
天
井
に
設
置
さ
れ
て
い
た
水
銀
灯
４
灯
と
蛍
光
灯
12
本
を

F
G
H
P
®
ラ
イ
ト
１
灯
へ
交
換
。L
E
D
化
に
よ
る
省
電
力
化
に

加
え
、耐
久
性
向
上
、輝
度
の
向
上
、室
温
上
昇
抑
制
と
数
々
の
メ

リ
ッ
ト
を
発
揮
。2
0
2
1
年
度
は
、本
学
屋
外
球
技
場
の
夜
間
照

明
灯
１
基
に
６
灯
の
F
G
H
P
®
ラ
イ
ト
を
設
置
。カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。

○
水
産
学
部
附
属
練
習
船「
南
星
丸
」、鹿
児
島
湾

鹿
児
島
湾
で
は
、沿
岸
漁
業
の
ほ
か
海
面
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
、海
洋

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
用
い
た
三
次
元
海
況
予
報
の
研
究
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。予
報
精
度
の
向
上
に
は
、実
測
値
に
よ
る
補
正（
海
面
広
域
、鉛

直
方
向
）が
必
要
で
、水
産
学
部
附
属
練
習
船
南
星
丸
で
は
2
0
0
2
年

の
運
行
開
始
か
ら
洋
上
観
測
デ
ー
タ

の
収
集
に
努
め
て
き
ま
し
た
。本
セ
ン

タ
ー
で
は
、2
0
2
1
年
よ
り
南
星

丸
を「
海
洋
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
構
築
実
証

ラ
ボ
」と
位
置
付
け
、船
内
観
測
装
置

で
収
集
し
た
海
洋
デ
ー
タ
を
理
工
学

研
究
科
の
デ
ー
タ
サ
ー
バ
に
転
送
し
、

水
産
業
で
活
用
す
る
た
め
の
海
洋

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
収
集
・
活
用
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
水
産
学
部
食
品
生
命
科
学
実
習
工
場

水
産
物
等
の
食
品
製
造
学
の
実
習
授
業
や
研
究
用
食
品
試
作
を

行
う
た
め
に
H
A
C
C
P
対
応
型
実
習
工
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
施

設
で
、缶
詰
製
造
に
関
す
る
真
空
巻
締
機
や
レ
ト
ル
ト
装
置
、燻
煙
装

置
な
ど
を
備
え
、種
々
の
食
品
製
造
に
必
要
な
装
置
や
食
品
の
物
性
・

形
状
分
析
装
置
等
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
教
育
以
外
に
も
地
域
の
漁
協

や
食
品
会
社
等
と
の
共
同
研
究
に
よ
る

試
作
品
開
発
や
技
術
開
発
研
究
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。学
内
各
部
局（
農
・
水

産
・
獣
医
・
理
工
・
医
歯
）と
の
共
同
利
用

や
地
域
食
品
企
業
等
の
商
品
技
術
開
発

等
に
関
す
る
共
同
研
究
事
業
の
中
核
施

設
と
し
て
の
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
甑
島
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

水
産
業
を
中
心
と
す
る
甑
島
に
お
け
る
地
域
課

題
の
解
決
を
目
指
し
、2
0
1
9
年
10
月
、下
甑

島
手
打
集
落
に
あ
る
海
洋
深
層
水
取
水
加
工
施

設
内
に
海
藻
、ア
ワ
ビ
、ナ
マ
コ
の
複
合
養
殖
を
行

う
実
証
ラ
ボ
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、ラ
ボ
の
水
槽
に
は
自
動
・
遠
隔
操
作
排
水

シ
ス
テ
ム
お
よ

び
リ
ア
ル
タ
イ

ム
監
視
機
能

を
整
備
し
、遠

隔
で
の
養
殖

管
理
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、県
内
の
中
小
企
業
と
の
研
究
開
発
機
会
の
拡
大
お
よ
び
研
究
成
果
の
可

視
化（
試
作
、プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
）に
よ
る
事
業
化
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、研
究
成
果
の

試
作
、最
終
試
験
お
よ
び
発
表
機
会
を
確
保
す
る
ス
ペー
ス
と
し
て
、現
在
８
つ
の「
オ
ー
プ
ン

実
証
ラ
ボ・
実
証
フィ
ー
ル
ド
」を
整
備
、運
用
し
て
い
ま
す
。

甑島実証フィールドにおける海洋深層
水を用いた複合養殖水槽

水産学部食品生命科学実習工場

水産学部附属練習船「南星丸」

3町圃場に設置され
たフィールドサーバ
上：徳之島町
中：天城町
下：伊仙町

島みかんと島の魚

FGHPライト点灯（教育学部球技場）

地
域
の
研
究
、開
発
力

〜
オ
ー
プ
ン
実
証
ラ
ボ
と
実
証
プ
ロ
ジェ
ク
ト
例
〜

○
郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス

　
南
九
州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構
内

地
域
の
中
小
企
業
と
一
丸
と
な
っ
た
研

究
開
発
機
会
を
拡
大
し
、研
究
成
果
を
可

視
化（
試
作
・
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
）す
る
こ

と
に
よ
り
、事
業
化
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、2
0
2
0
年
3
月
、南
九

州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構
棟
東
側
エ
リ

ア
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

１
F
の
多
機
能
実
証
ラ
ボ
に
は
、ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
、多

目
的
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
。学
内
外
の
関
係
者

に
よ
る
地
域
課
題
検
討
や
試
作
・
研
究
・

成
果
発
表
の
発
信
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
験
室
に
は
真

空
膨
化
乾
燥
装
置
を
備
え
、地
域
産
品
を

活
用
し
た
新
し
い
特
産
品
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。２
F
に
は
、技
術
研
修
会
や

研
究
成
果
発
表
の
場
と
し
て
、セ
ミ
ナ
ー
室

（
84
名
収
容
、オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
設
備

常
設
）を
配
置
し
て
い
ま
す
。

1
 
多
機
能
実
証
ラ
ボ

○
郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス

　
理
工
学
研
究
科
附
属
地
域
コ
ト
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内

中
小
企
業
工
場
に
お
け
る
I
o
T
化
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し

て
、2
0
1
8
年
10
月
、理
工
学
研
究
科
附
属
地
域
コ
ト
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
中
央
実
験
工
場
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。工
作
機
器
情
報

モ
ニ
タ
ー
や
ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー
、カ
メ
ラ
等
が
設
置
さ
れ
、技
術
教

育
の
支
援
だ
け
で
な
く
、「
◯
◯
×
I
o
T
」と
題
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
9
年
度
か
ら
県
内
企
業
の
研
修「
ラ
ボ
ツ
ア
ー
」の
見
学

施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
 
I
o
T
実
証
ラ
ボ

4
 
地
域
産
品
高
度
活
用
実
証
ラ
ボ

7
 
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

5
 
H
A
C
C
P
対
応
型
食
品
製
造
実
証
ラ
ボ

6
 
海
洋
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
構
築
実
証
ラ
ボ

8
 
与
論
水
産
実
験
室

○
徳
之
島
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

　
○
喜
界
島
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

○
沖
永
良
部
島
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

南
西
諸
島
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
焦
点
を
絞
っ
た
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、2
0
1
9
年
2
月
、徳
之
島
３
町
役
場
の
協
力
の
も
と
、各
町
内
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
圃
場

に
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
、ま
た
3
月
に
は
３
町
役
場
の
窓
口
に「
I
o
T
先
端
農
業
実
証

ラ
ボ
拠
点
」と
し
て
I
o
T
ク
ラ
ウ
ド
モ
ニ
タ
を
設
置
し
、町
民
や
役
場
職
員
、生
産
関
係

者
が
自
由
に
圃
場
の
気
象
・
画
像
デ
ー
タ
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。さ
ら
に
他
島

嶼
域
か
ら
も
要
望
を
受
け
、2
0
1
9
年
度
よ
り
喜
界
島
、奄
美
大
島
、沖
永
良
部
島
、与

論
島
、種
子
島
の
関
係
機
関
と
共
同
研
究
契
約
を
締
結
し
、同
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ・
人
工

衛
星
デ
ー
タ
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、サ
ト
ウ
キ
ビ
の
農
業

政
策
全
般
か
ら
生
育
状
況
の
把
握
、ま
た
生
産
管
理
か
ら
工
場
の
効
率
的
・
計
画
的
稼
働

ま
で
、デ
ー
タ
が
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

3
 
I
o
T
先
端
農
業
実
証
ラ
ボ
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特集 「南九州及び南西諸島における地域活性化の中核的拠点」を目指して
地域に眠る潜在的課題「マイクロニーズ」を活用したイノベーションの創出 鹿児島大学独自の地方創生推進事業

○
与
論
町
・
鹿
児
島
大
学
奄
美
群
島
拠
点

　
与
論
水
産
実
験
室

こ
れ
ま
で
与
論
町
役
場
お
よ
び
与
論
町
漁
業
協
同
組
合

と
水
産
物
の
鮮
度
保
持
に
関
す
る
共
同
研
究
を
実
施
し
、

A
T
P
濃
度
を
適
切
に
管
理
し
た
冷
凍
品
を
開
発
し
ま
し

た
。こ
れ
を「
A
T
P
魚
」と
し
て

商
標
を
取
得
し
、販
売
を
し
て
い

ま
す
。新
た
な
課
題
を
探
索
し
、

2
0
2
1
年
度
よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス

効
果
を
付
加
価
値
と
し
た
与
論
島

農
水
産
物
の
新
規
商
品
化
研
究
を

開
始
し
ま
し
た
。

○
郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
学
部
屋
外
球
技
場

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
」へ
向
け
、国
内
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
今
日
、脱
炭
素
化
実
現
の
た
め
、省

エ
ネ
ル
ギ
ー
型
製
品
へ
の
注
目
は
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。本
学
理

工
学
研
究
科（
工
学
系
）化
学
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
水
田
敬
助
教
が
開

発
し
た
高
性
能
フ
ラ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
型
ヒ
ー
ト
ス
プ
レ
ッ
ダ（
通
称

「
F
G
H
P
®
」）は
、熱
を
逃
す
世
界
一
の
ベ
ー
パ
ー
チ
ャ
ン
バ
ー
で
、

高
性
能
・
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
し
た
画
期
的
な
新
規
冷
却
部
材
で
す
。

従
来
の
L
E
D
ラ
イ
ト
は
冷
却
装
置
の
限
界
に
よ
り
高
輝
度
の
も
の

が
作
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、F
G
H
P
を
コ
ア
技
術

と
し
た
最
適
な
冷
却
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
で
、高
輝
度

L
E
D
ラ
イ
ト
の
冷
却
問
題
を
解
決
し
ま
し
た
。

本
学
多
機
能
実
証
ラ
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
験
室
の
2
階
吹
き
抜
け

構
造
の
天
井
に
設
置
さ
れ
て
い
た
水
銀
灯
４
灯
と
蛍
光
灯
12
本
を

F
G
H
P
®
ラ
イ
ト
１
灯
へ
交
換
。L
E
D
化
に
よ
る
省
電
力
化
に

加
え
、耐
久
性
向
上
、輝
度
の
向
上
、室
温
上
昇
抑
制
と
数
々
の
メ

リ
ッ
ト
を
発
揮
。2
0
2
1
年
度
は
、本
学
屋
外
球
技
場
の
夜
間
照

明
灯
１
基
に
６
灯
の
F
G
H
P
®
ラ
イ
ト
を
設
置
。カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。

○
水
産
学
部
附
属
練
習
船「
南
星
丸
」、鹿
児
島
湾

鹿
児
島
湾
で
は
、沿
岸
漁
業
の
ほ
か
海
面
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
、海
洋

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
用
い
た
三
次
元
海
況
予
報
の
研
究
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。予
報
精
度
の
向
上
に
は
、実
測
値
に
よ
る
補
正（
海
面
広
域
、鉛

直
方
向
）が
必
要
で
、水
産
学
部
附
属
練
習
船
南
星
丸
で
は
2
0
0
2
年

の
運
行
開
始
か
ら
洋
上
観
測
デ
ー
タ

の
収
集
に
努
め
て
き
ま
し
た
。本
セ
ン

タ
ー
で
は
、2
0
2
1
年
よ
り
南
星

丸
を「
海
洋
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
構
築
実
証

ラ
ボ
」と
位
置
付
け
、船
内
観
測
装
置

で
収
集
し
た
海
洋
デ
ー
タ
を
理
工
学

研
究
科
の
デ
ー
タ
サ
ー
バ
に
転
送
し
、

水
産
業
で
活
用
す
る
た
め
の
海
洋

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
収
集
・
活
用
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
水
産
学
部
食
品
生
命
科
学
実
習
工
場

水
産
物
等
の
食
品
製
造
学
の
実
習
授
業
や
研
究
用
食
品
試
作
を

行
う
た
め
に
H
A
C
C
P
対
応
型
実
習
工
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
施

設
で
、缶
詰
製
造
に
関
す
る
真
空
巻
締
機
や
レ
ト
ル
ト
装
置
、燻
煙
装

置
な
ど
を
備
え
、種
々
の
食
品
製
造
に
必
要
な
装
置
や
食
品
の
物
性
・

形
状
分
析
装
置
等
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
教
育
以
外
に
も
地
域
の
漁
協

や
食
品
会
社
等
と
の
共
同
研
究
に
よ
る

試
作
品
開
発
や
技
術
開
発
研
究
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。学
内
各
部
局（
農
・
水

産
・
獣
医
・
理
工
・
医
歯
）と
の
共
同
利
用

や
地
域
食
品
企
業
等
の
商
品
技
術
開
発

等
に
関
す
る
共
同
研
究
事
業
の
中
核
施

設
と
し
て
の
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
甑
島
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

水
産
業
を
中
心
と
す
る
甑
島
に
お
け
る
地
域
課

題
の
解
決
を
目
指
し
、2
0
1
9
年
10
月
、下
甑

島
手
打
集
落
に
あ
る
海
洋
深
層
水
取
水
加
工
施

設
内
に
海
藻
、ア
ワ
ビ
、ナ
マ
コ
の
複
合
養
殖
を
行

う
実
証
ラ
ボ
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、ラ
ボ
の
水
槽
に
は
自
動
・
遠
隔
操
作
排
水

シ
ス
テ
ム
お
よ

び
リ
ア
ル
タ
イ

ム
監
視
機
能

を
整
備
し
、遠

隔
で
の
養
殖

管
理
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、県
内
の
中
小
企
業
と
の
研
究
開
発
機
会
の
拡
大
お
よ
び
研
究
成
果
の
可

視
化（
試
作
、プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
）に
よ
る
事
業
化
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、研
究
成
果
の

試
作
、最
終
試
験
お
よ
び
発
表
機
会
を
確
保
す
る
ス
ペー
ス
と
し
て
、現
在
８
つ
の「
オ
ー
プ
ン

実
証
ラ
ボ・
実
証
フィ
ー
ル
ド
」を
整
備
、運
用
し
て
い
ま
す
。

甑島実証フィールドにおける海洋深層
水を用いた複合養殖水槽

水産学部食品生命科学実習工場

水産学部附属練習船「南星丸」

3町圃場に設置され
たフィールドサーバ
上：徳之島町
中：天城町
下：伊仙町

島みかんと島の魚

FGHPライト点灯（教育学部球技場）

地
域
の
研
究
、開
発
力

〜
オ
ー
プ
ン
実
証
ラ
ボ
と
実
証
プ
ロ
ジェ
ク
ト
例
〜

○
郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス

　
南
九
州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構
内

地
域
の
中
小
企
業
と
一
丸
と
な
っ
た
研

究
開
発
機
会
を
拡
大
し
、研
究
成
果
を
可

視
化（
試
作
・
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
）す
る
こ

と
に
よ
り
、事
業
化
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、2
0
2
0
年
3
月
、南
九

州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構
棟
東
側
エ
リ

ア
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

１
F
の
多
機
能
実
証
ラ
ボ
に
は
、ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
、多

目
的
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
。学
内
外
の
関
係
者

に
よ
る
地
域
課
題
検
討
や
試
作
・
研
究
・

成
果
発
表
の
発
信
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
験
室
に
は
真

空
膨
化
乾
燥
装
置
を
備
え
、地
域
産
品
を

活
用
し
た
新
し
い
特
産
品
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。２
F
に
は
、技
術
研
修
会
や

研
究
成
果
発
表
の
場
と
し
て
、セ
ミ
ナ
ー
室

（
84
名
収
容
、オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
設
備

常
設
）を
配
置
し
て
い
ま
す
。

1
 
多
機
能
実
証
ラ
ボ

○
郡
元
キ
ャ
ン
パ
ス

　
理
工
学
研
究
科
附
属
地
域
コ
ト
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内

中
小
企
業
工
場
に
お
け
る
I
o
T
化
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し

て
、2
0
1
8
年
10
月
、理
工
学
研
究
科
附
属
地
域
コ
ト
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
中
央
実
験
工
場
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。工
作
機
器
情
報

モ
ニ
タ
ー
や
ア
イ
ト
ラ
ッ
カ
ー
、カ
メ
ラ
等
が
設
置
さ
れ
、技
術
教

育
の
支
援
だ
け
で
な
く
、「
◯
◯
×
I
o
T
」と
題
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

2
0
1
9
年
度
か
ら
県
内
企
業
の
研
修「
ラ
ボ
ツ
ア
ー
」の
見
学

施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
 
I
o
T
実
証
ラ
ボ

4
 
地
域
産
品
高
度
活
用
実
証
ラ
ボ

7
 
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

5
 
H
A
C
C
P
対
応
型
食
品
製
造
実
証
ラ
ボ

6
 
海
洋
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
構
築
実
証
ラ
ボ

8
 
与
論
水
産
実
験
室

○
徳
之
島
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

　
○
喜
界
島
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

○
沖
永
良
部
島
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

南
西
諸
島
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
焦
点
を
絞
っ
た
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、2
0
1
9
年
2
月
、徳
之
島
３
町
役
場
の
協
力
の
も
と
、各
町
内
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
圃
場

に
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
、ま
た
3
月
に
は
３
町
役
場
の
窓
口
に「
I
o
T
先
端
農
業
実
証

ラ
ボ
拠
点
」と
し
て
I
o
T
ク
ラ
ウ
ド
モ
ニ
タ
を
設
置
し
、町
民
や
役
場
職
員
、生
産
関
係

者
が
自
由
に
圃
場
の
気
象
・
画
像
デ
ー
タ
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。さ
ら
に
他
島

嶼
域
か
ら
も
要
望
を
受
け
、2
0
1
9
年
度
よ
り
喜
界
島
、奄
美
大
島
、沖
永
良
部
島
、与

論
島
、種
子
島
の
関
係
機
関
と
共
同
研
究
契
約
を
締
結
し
、同
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ・
人
工

衛
星
デ
ー
タ
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、サ
ト
ウ
キ
ビ
の
農
業

政
策
全
般
か
ら
生
育
状
況
の
把
握
、ま
た
生
産
管
理
か
ら
工
場
の
効
率
的
・
計
画
的
稼
働

ま
で
、デ
ー
タ
が
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

3
 
I
o
T
先
端
農
業
実
証
ラ
ボ

KADAI JOURNAL No.2195



鹿児島大学サポーター制度
───────────────────────────────────────
地域に潜在するマイクロニーズ収集活動の一環として2020年11月、
鹿児島大学サポーター制度を創設。第一陣として県内５地域6名の「地
域おこし協力隊員」に委嘱。寄せられた相談をもとに22年2月「さっつん
観光ナビ」サイトを立ち上げました。

認定コーディネータ制度
───────────────────────────────────────────────────────────
金融機関との産学連携活動として、本学の研究シーズ等を企業に情報提供するとともに、企業の抱える課題（ニーズ）を収集し、
本学へ橋渡しする人材として2015年10月に設置。毎年「鹿児島大学認定コーディネータ研修会」を開催し、2021年度は県内８金
融機関の16名を認定。任期2年で現在8金融機関の27名が登録されています。

2
0
1
8
年
４
月
セ
ン
タ
ー
発
足
後
、最

初
に
着
手
し
た
プ
ロ
ジェ
ク
ト
が
徳
之
島
で

の「
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
業
の
I
o
T
化
」で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
産
学
連
携
コ
ー
ディ
ネ
ー

タ
ー
が
島
嶼
域
を
訪
問
し
、島
の
主
要
産

業
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
軸
と
す
る
関
係

者
と
の
調
整
を
行
う
過
程
で
、「
製
糖
工
場

の
生
産
管
理
の
効
率
化
」や「
サ
ト
ウ
キ
ビ

収
穫
を
行
う
ハ
ー
ベス
タ
の
位
置
・
稼
働
情

報
の
価
値
」と
いっ
た
潜
在
的
課
題
を
発

見
。そ
こ
か
ら
新
た
な
テ
ー
マ
が
下
図
の
よ

う
に
い
く
つ
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。我
々
は
、こ
の
潜
在
的
課
題
を「
マ
イ
ク

ロニ
ー
ズ
」と
定
義
し
、探
索
・
発
掘
を
続
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
自
然
・

当
然
な
事
象
で
あ
り
、課
題
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
中
に
、隠
れ
た

課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。こ
の
マ
イ
ク
ロ

ニ
ー
ズ
を
研
究
者
に
フィ
ー
ド
バッ
ク
し
、磨

き
上
げ
る
こ
と
で
新
た
な
イ
ノベー
シ
ョンへ

の
推
進
力
を
得
よ
う
と
い
う
の
が
我
々
の

戦
略
で
す
。

ま
た
、一
連
の
実
証
プ
ロ
ジェ
ク
ト
で
得
ら

れ
た
も
う
一つ
の
成
果
は
、地
域
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
。地
域
と
の
つ
な
が
り
は
、

他
地
域
・
他
分
野
の
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ズ
の
発

掘
に
も
つ
な
がっ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
か
ら
は
U
R
A
セ
ン

タ
ー
と
統
合
し
、研
究
支
援
か
ら
社
会
実

装
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
体
制

が
整
い
ま
す
。

大学における研究成果を基にした新事業およびイノベーションの創出を推進するため、本センターでは、事業化に向
けた競争的資金の獲得、展示会等への出展、インキュベーション施設としてのプロジェクトルームの貸出し、大学発認定
ベンチャーの審査などの支援活動を行っています。

練習船を使った三島
村「ジオ科」教育。この
事業は竹島の教頭先
生の「島の子どもたち
は海のことを知る機
会がないんだよね」と
いうマイクロニーズか
ら始まった

マンタネットでマイクロプラスチックを採取
しよう

産学・地域共創センター連携推進部門
藤枝 繁 特任教授

特集 「南九州及び南西諸島における地域活性化の中核的拠点」を目指して
地域に眠る潜在的課題「マイクロニーズ」を活用したイノベーションの創出 鹿児島大学独自の地方創生推進事業

研究成果の発展および社会実装 ～アイディアをカタチにするサポート～

事業推進にあたり、学内関係部署をはじめ自治体、企業、関係機関との連携強化活動に取り組んでいます。2018年
度より琉球大学地域連携推進機構と連携協力して産学連携活動を実施しています。

学内外連携の強化 ～連携のチカラを強化する～

2022年1月現在、本学では122件のライセン
スを保有しています。「国立大学法人鹿児島大
学発ベンチャーの認定及び支援に関する規則」
の下、本学認定ベンチャー企業へのさまざまな
支援も行っています。

鹿児島大学 認定ベンチャー一覧
i-Analyze
株式会社BMT（旧：株式会社ビーエムティーハイブリッド） 
株式会社スディックスバイオテック
株式会社食品安全推進センター
株式会社ウィック・バイオテック・ファーマ
株式会社FineMetrics

（2022年1月末現在）

研究情報データベース「KuRePS」「KuRiCS」運用
───────────────────────────────────────────────────────────
本学の研究シーズの登録・編集・検索が可能な「研究シーズデータベースシステム：KuRePS」および本学の研究

シーズおよび学内のウェブサイト上にある全ての研究情報を統合し、検索するシステム「KuRiCS」（センター内専用）
を運用しています。

研究シーズ集の拡充を毎年度継続しており、2022年1月末現在の研究シーズ登録件数は236件に上ります。このほ
か各種シンポジウム・セミナー等の開催、産学・地域共創センターウエブサイトの運用、産学・地域共創センターメールマ
ガジン発行などを通じで情報発信しています。

学内・学外への情報発信 ～情報集約と発信～

過去17年の特許出願件数・特許等実施契約件数の推移 (2021年度は2022年1月16日現在)

マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ズ
の
発
掘
か
ら
芽
生
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

マイクロニーズを活用したイノベーション創出例

先端農業実証フィールド
フィールドサーバーと人工衛星画像データ
を用いたサトウキビ生産管理の効率化

サトウキビ
生産管理PJ②
2021年喜界島８台
搭載。製糖工場の生
産管理から給油や緊
急連絡等の屋外作
業の効率化や安全
管理にまで用途拡大

適時適切な
灌水システムPJ
自動土壌水分測
定・自動散水装置
を開発設置

圃場地形
情報収集PJ
トラクターに高精
度測位モジュール
を搭載し、測量開
始

闘牛肉PJ
無去勢肉（一般肉は雌牛
か去勢雄牛）、通常牛肉
に比べ筋肉量（赤身）が
多い、抗疲労性物質カル
ノシンを大量に含む

リュウキュウ
イノシシ肉PJ
ヒゲクジラに次ぐ
抗疲労性物質バ
レニンを多く含む

サトウキビ
生産管理PJ①

ハーベスタ搭載型リア
ルタイム位置稼働情
報収集モジュールを
開発，2019年沖永良
部島12台に装着

マイクロニーズ
戦歴というストー
リー（文化）を持つ
希少性の高い肉

マイクロニーズ
圃場の土壌水分に
応じた効率的散水
が必要

マイクロニーズ
収穫管理には面積、不陸等の
正確な圃場地形情報が必要

マイクロニーズ
獣害対策、新たな
産品開発 マイクロニーズ

サトウキビ製糖工場の生産管理の効率化を図る
ためにはハーベスタの位置・稼働情報が必要

マイクロニーズ
製糖工場の生産管
理の効率化は共通
課題

KuRePS
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鹿児島大学サポーター制度
───────────────────────────────────────
地域に潜在するマイクロニーズ収集活動の一環として2020年11月、
鹿児島大学サポーター制度を創設。第一陣として県内５地域6名の「地
域おこし協力隊員」に委嘱。寄せられた相談をもとに22年2月「さっつん
観光ナビ」サイトを立ち上げました。

認定コーディネータ制度
───────────────────────────────────────────────────────────
金融機関との産学連携活動として、本学の研究シーズ等を企業に情報提供するとともに、企業の抱える課題（ニーズ）を収集し、
本学へ橋渡しする人材として2015年10月に設置。毎年「鹿児島大学認定コーディネータ研修会」を開催し、2021年度は県内８金
融機関の16名を認定。任期2年で現在8金融機関の27名が登録されています。
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後
、最

初
に
着
手
し
た
プ
ロ
ジェ
ク
ト
が
徳
之
島
で

の「
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
業
の
I
o
T
化
」で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
産
学
連
携
コ
ー
ディ
ネ
ー

タ
ー
が
島
嶼
域
を
訪
問
し
、島
の
主
要
産

業
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
軸
と
す
る
関
係

者
と
の
調
整
を
行
う
過
程
で
、「
製
糖
工
場

の
生
産
管
理
の
効
率
化
」や「
サ
ト
ウ
キ
ビ

収
穫
を
行
う
ハ
ー
ベス
タ
の
位
置
・
稼
働
情

報
の
価
値
」と
いっ
た
潜
在
的
課
題
を
発

見
。そ
こ
か
ら
新
た
な
テ
ー
マ
が
下
図
の
よ

う
に
い
く
つ
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。我
々
は
、こ
の
潜
在
的
課
題
を「
マ
イ
ク

ロニ
ー
ズ
」と
定
義
し
、探
索
・
発
掘
を
続
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
自
然
・

当
然
な
事
象
で
あ
り
、課
題
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
中
に
、隠
れ
た

課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。こ
の
マ
イ
ク
ロ

ニ
ー
ズ
を
研
究
者
に
フィ
ー
ド
バッ
ク
し
、磨

き
上
げ
る
こ
と
で
新
た
な
イ
ノベー
シ
ョンへ

の
推
進
力
を
得
よ
う
と
い
う
の
が
我
々
の

戦
略
で
す
。

ま
た
、一
連
の
実
証
プ
ロ
ジェ
ク
ト
で
得
ら

れ
た
も
う
一つ
の
成
果
は
、地
域
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
。地
域
と
の
つ
な
が
り
は
、

他
地
域
・
他
分
野
の
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ズ
の
発

掘
に
も
つ
な
がっ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
か
ら
は
U
R
A
セ
ン

タ
ー
と
統
合
し
、研
究
支
援
か
ら
社
会
実

装
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
体
制

が
整
い
ま
す
。

大学における研究成果を基にした新事業およびイノベーションの創出を推進するため、本センターでは、事業化に向
けた競争的資金の獲得、展示会等への出展、インキュベーション施設としてのプロジェクトルームの貸出し、大学発認定
ベンチャーの審査などの支援活動を行っています。

練習船を使った三島
村「ジオ科」教育。この
事業は竹島の教頭先
生の「島の子どもたち
は海のことを知る機
会がないんだよね」と
いうマイクロニーズか
ら始まった

マンタネットでマイクロプラスチックを採取
しよう

産学・地域共創センター連携推進部門
藤枝 繁 特任教授

特集 「南九州及び南西諸島における地域活性化の中核的拠点」を目指して
地域に眠る潜在的課題「マイクロニーズ」を活用したイノベーションの創出 鹿児島大学独自の地方創生推進事業

研究成果の発展および社会実装 ～アイディアをカタチにするサポート～

事業推進にあたり、学内関係部署をはじめ自治体、企業、関係機関との連携強化活動に取り組んでいます。2018年
度より琉球大学地域連携推進機構と連携協力して産学連携活動を実施しています。

学内外連携の強化 ～連携のチカラを強化する～

2022年1月現在、本学では122件のライセン
スを保有しています。「国立大学法人鹿児島大
学発ベンチャーの認定及び支援に関する規則」
の下、本学認定ベンチャー企業へのさまざまな
支援も行っています。

鹿児島大学 認定ベンチャー一覧
i-Analyze
株式会社BMT（旧：株式会社ビーエムティーハイブリッド） 
株式会社スディックスバイオテック
株式会社食品安全推進センター
株式会社ウィック・バイオテック・ファーマ
株式会社FineMetrics

（2022年1月末現在）

研究情報データベース「KuRePS」「KuRiCS」運用
───────────────────────────────────────────────────────────
本学の研究シーズの登録・編集・検索が可能な「研究シーズデータベースシステム：KuRePS」および本学の研究

シーズおよび学内のウェブサイト上にある全ての研究情報を統合し、検索するシステム「KuRiCS」（センター内専用）
を運用しています。

研究シーズ集の拡充を毎年度継続しており、2022年1月末現在の研究シーズ登録件数は236件に上ります。このほ
か各種シンポジウム・セミナー等の開催、産学・地域共創センターウエブサイトの運用、産学・地域共創センターメールマ
ガジン発行などを通じで情報発信しています。

学内・学外への情報発信 ～情報集約と発信～

過去17年の特許出願件数・特許等実施契約件数の推移 (2021年度は2022年1月16日現在)

マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ズ
の
発
掘
か
ら
芽
生
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

マイクロニーズを活用したイノベーション創出例

先端農業実証フィールド
フィールドサーバーと人工衛星画像データ
を用いたサトウキビ生産管理の効率化

サトウキビ
生産管理PJ②
2021年喜界島８台
搭載。製糖工場の生
産管理から給油や緊
急連絡等の屋外作
業の効率化や安全
管理にまで用途拡大

適時適切な
灌水システムPJ
自動土壌水分測
定・自動散水装置
を開発設置

圃場地形
情報収集PJ
トラクターに高精
度測位モジュール
を搭載し、測量開
始

闘牛肉PJ
無去勢肉（一般肉は雌牛
か去勢雄牛）、通常牛肉
に比べ筋肉量（赤身）が
多い、抗疲労性物質カル
ノシンを大量に含む

リュウキュウ
イノシシ肉PJ
ヒゲクジラに次ぐ
抗疲労性物質バ
レニンを多く含む

サトウキビ
生産管理PJ①

ハーベスタ搭載型リア
ルタイム位置稼働情
報収集モジュールを
開発，2019年沖永良
部島12台に装着

マイクロニーズ
戦歴というストー
リー（文化）を持つ
希少性の高い肉

マイクロニーズ
圃場の土壌水分に
応じた効率的散水
が必要

マイクロニーズ
収穫管理には面積、不陸等の
正確な圃場地形情報が必要

マイクロニーズ
獣害対策、新たな
産品開発 マイクロニーズ

サトウキビ製糖工場の生産管理の効率化を図る
ためにはハーベスタの位置・稼働情報が必要

マイクロニーズ
製糖工場の生産管
理の効率化は共通
課題

KuRePS
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起業家マインド
を養う

南九州・南西諸島域共創機構　産学・地域共創センター
［学位］修士（理学）大阪大学,1995年3月/ 博士後期課
程単位取得取得退学 鹿児島大学　
［所属学会］日本分析化学会、研究・イノベーション学会、
産学連携学会
［委員歴］鹿児島市市民参画推進に関する市民会議 委
員長、南九州市 ｠ 農業所得向上プロジェクトチーム委
員（～2022,3月）

中武 貞文 (なかたけ・さだふみ) 准教授

中
武

　貞
文
准
教
授

「
起
業
」〜
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
見
と
創
出

（
共
通
教
育
科
目
）

総
合
科
学
域
総
合
研
究
学
系

南
九
州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構

　

産
学
・
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
ま
し
ょ
う
」と

い
っ
た
評
価
の
声
と
と
も
に「
既
存
業
者

に
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
優
位
性
が
あ
る
の

か
」、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
ウ
ェ
ブ
の
情
報

だ
け
で
は
な
く
現
状
リ
サ
ー
チ
を
」、「
価

格
に
見
合
う
価
値
を
提
供
で
き
る
の
か
」

な
ど
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
歯

に
衣
着
せ
ぬ
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
起
業
し
た
他

大
学
の
事
例
も
紹
介
さ
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン

空
間
は
企
業
の
会
議
室
の
よ
う
な
熱
い
雰

囲
気
を
呈
し
た
。「
ゲ
ス
ト
講
師
の
方
は
、

意
欲
あ
る
学
生
を
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
と
見
て
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い

る
。教
室
は
教
育
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
支
援
者
と
の
交

流
の
場
な
の
で
す
」と
、中
武
先
生
。実
際

に
、講
義
の
メ
ン
タ
ー
を
務
め
た
村
上
将

太
郎
さ
ん
は
、こ
の
授
業
を
き
っ
か
け
に

学
生
起
業
を
実
現
し
た
先
輩
。ま
た
平
成

28
年
設
立
の「
K
A
D
A
I
I
N
F
O
」

の
誕
生
も
授
業
が
発
端
だ
っ
た
。「
も
っ
と

I
C
T
を
活
用
し
て
、学
生
へ
の
情
報
伝

達
が
で
き
る
は
ず
、と
い
う
学
生
の
疑
問

か
ら
生
ま
れ
た
ん
で
す
」

　中
武
先
生
に
よ
る
と
、現
在
、国
も
ベ
ン

チ
ャ
ー
事
業
の
創
出
と
人
材
育
成
に
注
力

し
、支
援
体
制
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。だ
が
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
関
す
る
意
識
涵
養
、人
材
育

成
に
取
り
組
む
大
学
は
首
都
圏
に
集
中
し
、

地
方
大
学
で
の
取
り
組
み
は
出
遅
れ
て
い

る
。「
私
た
ち
は
模
索
し
な
が
ら
、金
融
機
関

や
証
券
会
社
の
人
材
を
巻
き
込
ん
だ
授
業

ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
」。本

講
義
は
全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、先
行

モ
デ
ル
と
し
て
文
部
科
学
省
な
ど
で
発
表

の
機
会
も
増
え
て
い
る
。

　講
義
の
目
的
は
起
業
を
促
す
だ
け
で
は

な
い
、と
中
武
先
生
。「
震
災
、感
染
症
、そ
し

て
戦
争
、予
期
せ
ぬ
出
来
事
が
目
ま
ぐ
る
し

く
起
こ
る
。今
ま
で
の
普
通
が
普
通
で
は
な

く
な
っ
た
時
、ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
着

想
力
を
育
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
」。講
義
の

最
後
に
は「
受
講
し
た
こ
と
自
体
、み
な
さ

ん
の
中
に
何
か
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。い
つ

か
き
っ
と
発
火（
起
業
）し
ま
す
。そ
の
時

は
、教
員
や
研
究
、人
脈
な
ど
、鹿
児
島
大
学

の
資
源
を
使
う
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
」と
、力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

講
師
を
務
め
る
産
学・地
域
共
創
セ
ン

タ
ー
の
中
武
貞
文
先
生
は
、本
学
の
産
学

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
教
員
の
研
究
シ
ー

ズ
の
発
掘
や
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活

動
、事
業
化
な
ど
に
日
々
携
わ
り
、こ
れ

ら
実
務
の
蓄
積
を
教
育
に
展
開
し
て
い

る
。平
成
26
年
締
結
の
連
携
協
定
※
1
に
基

づ
き
開
講
さ
れ
た
本
講
義
に
は
、野
村
證

券
株
式
会
社
お
よ
び
鹿
児
島
銀
行
の
職
員

が
メ
ン
タ
ー
※
２
と
し
て
参
画
。国
内
外
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

の
下
、最
新
の
社
会・経
済
情
勢
や
起
業

家
マ
イ
ン
ド
な
ど「
生
き
た
知
識
」を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
い
る
。

　今
期
も
遠
隔
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

授
業
は
複
数
の
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

組
み
合
わ
せ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
が
と
ら

れ
た
。講
義
の
前
半
で
は
座
学
で
知
識
を
学

び
、後
半
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
に
取
り
組
む
。こ
の
授

業
で
は
７
人
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
案
。

ク
ラ
ス
は
七
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、顧
客

像
や
提
供
す
る
価
値
、コ
ス
ト
構
造
な
ど
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
通
じ
、ビ
ジ
ネ
ス
を
可

視
化
す
る
作
業
を
進
め
た
。プ
ラ
ン
作
成
に

あ
た
り
中
武
先
生
が
求
め
た
の
は「
新
し
い

技
術
、社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
、実
現
可
能
性
」

の
３
要
素
。「
10
年
後
、20
年
後
の
予
測
は
難

し
い
け
ど
、今
は
存
在
し
な
く
て
も
将
来

あ
っ
た
ら
い
い
な
、と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
膨

ら
ま
し
、織
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」

　講
義
の
締
め
く
く
り
に
は
、各
グ
ル
ー
プ

の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
表
。「
ゴ
ミ

ゼ
ロ
社
会
」、「
金
融
学
習
実
践
型
ア
プ
リ
」、

「
空
き
家
ビ
ジ
ネ
ス
」、「
廃
校
の
有
効
活
用
」

な
ど
社
会
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え

る
テ
ー
マ
の
ほ
か「
鹿
大
生
同
士
の
交
流
ア

プ
リ
」、「
人
の
名
前
と
顔
を
覚
え
る
ア
プ
リ

〜
顔
面
カ
ル
タ
」な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
生

ま
れ
た
テ
ー
マ
も
見
受
け
ら
れ
た
。入
学
時

の
住
居
賃
貸
で
感
じ
た
疑
問
を
基
に「
不
動

産
テ
ッ
ク
」を
発
案
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、借

り
手
、貸
し
主
双
方
の
収
益
ま
で
算
出
。実

現
へ
向
け
る
強
い
意
欲
も
表
れ
て
い
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
受
け
、ゲ
ス
ト

講
師
か
ら
は「
非
常
に
面
白
い
発
想
」、「
一

潜入ルポ

「
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
」に
触
れ
る

不
確
実
な
時
代
を
生
き
抜
く

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

タ
ネ
は
課
題
の
中
に

※1　株式会社鹿児島銀行及び野村證券株式会社との産学連携授業に関する連携協定（平成26年9月26日）
※２　参加ゲスト講師：野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社　濵田隆徳氏／野村證券株式会社　水野智俊氏／鹿児島銀行　水流一水氏／鹿
児島大学理工学研究科／スタートアップ支援事業家　村上将太郎氏／産学・地域共創センター客員教授 谷川徹先生、同 岩城通先生／産学・地域共創
センター 連携推進部門 特任教授 藤枝繁先生

受講生：村上将太郎さん
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起業家マインド
を養う

南九州・南西諸島域共創機構　産学・地域共創センター
［学位］修士（理学）大阪大学,1995年3月/ 博士後期課
程単位取得取得退学 鹿児島大学　
［所属学会］日本分析化学会、研究・イノベーション学会、
産学連携学会
［委員歴］鹿児島市市民参画推進に関する市民会議 委
員長、南九州市 ｠ 農業所得向上プロジェクトチーム委
員（～2022,3月）

中武 貞文 (なかたけ・さだふみ) 准教授

中
武

　貞
文
准
教
授

「
起
業
」〜
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
見
と
創
出

（
共
通
教
育
科
目
）

総
合
科
学
域
総
合
研
究
学
系

南
九
州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構

　

産
学
・
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
ま
し
ょ
う
」と

い
っ
た
評
価
の
声
と
と
も
に「
既
存
業
者

に
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
優
位
性
が
あ
る
の

か
」、「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
ウ
ェ
ブ
の
情
報

だ
け
で
は
な
く
現
状
リ
サ
ー
チ
を
」、「
価

格
に
見
合
う
価
値
を
提
供
で
き
る
の
か
」

な
ど
、ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
歯

に
衣
着
せ
ぬ
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
起
業
し
た
他

大
学
の
事
例
も
紹
介
さ
れ
、オ
ン
ラ
イ
ン

空
間
は
企
業
の
会
議
室
の
よ
う
な
熱
い
雰

囲
気
を
呈
し
た
。「
ゲ
ス
ト
講
師
の
方
は
、

意
欲
あ
る
学
生
を
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
と
見
て
真
剣
に
向
き
合
っ
て
い

る
。教
室
は
教
育
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
支
援
者
と
の
交

流
の
場
な
の
で
す
」と
、中
武
先
生
。実
際

に
、講
義
の
メ
ン
タ
ー
を
務
め
た
村
上
将

太
郎
さ
ん
は
、こ
の
授
業
を
き
っ
か
け
に

学
生
起
業
を
実
現
し
た
先
輩
。ま
た
平
成

28
年
設
立
の「
K
A
D
A
I
I
N
F
O
」

の
誕
生
も
授
業
が
発
端
だ
っ
た
。「
も
っ
と

I
C
T
を
活
用
し
て
、学
生
へ
の
情
報
伝

達
が
で
き
る
は
ず
、と
い
う
学
生
の
疑
問

か
ら
生
ま
れ
た
ん
で
す
」

　中
武
先
生
に
よ
る
と
、現
在
、国
も
ベ
ン

チ
ャ
ー
事
業
の
創
出
と
人
材
育
成
に
注
力

し
、支
援
体
制
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。だ
が
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
関
す
る
意
識
涵
養
、人
材
育

成
に
取
り
組
む
大
学
は
首
都
圏
に
集
中
し
、

地
方
大
学
で
の
取
り
組
み
は
出
遅
れ
て
い

る
。「
私
た
ち
は
模
索
し
な
が
ら
、金
融
機
関

や
証
券
会
社
の
人
材
を
巻
き
込
ん
だ
授
業

ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
」。本

講
義
は
全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、先
行

モ
デ
ル
と
し
て
文
部
科
学
省
な
ど
で
発
表

の
機
会
も
増
え
て
い
る
。

　講
義
の
目
的
は
起
業
を
促
す
だ
け
で
は

な
い
、と
中
武
先
生
。「
震
災
、感
染
症
、そ
し

て
戦
争
、予
期
せ
ぬ
出
来
事
が
目
ま
ぐ
る
し

く
起
こ
る
。今
ま
で
の
普
通
が
普
通
で
は
な

く
な
っ
た
時
、ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
着

想
力
を
育
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
」。講
義
の

最
後
に
は「
受
講
し
た
こ
と
自
体
、み
な
さ

ん
の
中
に
何
か
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。い
つ

か
き
っ
と
発
火（
起
業
）し
ま
す
。そ
の
時

は
、教
員
や
研
究
、人
脈
な
ど
、鹿
児
島
大
学

の
資
源
を
使
う
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
」と
、力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

講
師
を
務
め
る
産
学・地
域
共
創
セ
ン

タ
ー
の
中
武
貞
文
先
生
は
、本
学
の
産
学

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
教
員
の
研
究
シ
ー

ズ
の
発
掘
や
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活

動
、事
業
化
な
ど
に
日
々
携
わ
り
、こ
れ

ら
実
務
の
蓄
積
を
教
育
に
展
開
し
て
い

る
。平
成
26
年
締
結
の
連
携
協
定
※
1
に
基

づ
き
開
講
さ
れ
た
本
講
義
に
は
、野
村
證

券
株
式
会
社
お
よ
び
鹿
児
島
銀
行
の
職
員

が
メ
ン
タ
ー
※
２
と
し
て
参
画
。国
内
外
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

の
下
、最
新
の
社
会・経
済
情
勢
や
起
業

家
マ
イ
ン
ド
な
ど「
生
き
た
知
識
」を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
い
る
。

　今
期
も
遠
隔
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

授
業
は
複
数
の
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

組
み
合
わ
せ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
が
と
ら

れ
た
。講
義
の
前
半
で
は
座
学
で
知
識
を
学

び
、後
半
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
に
取
り
組
む
。こ
の
授

業
で
は
７
人
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
案
。

ク
ラ
ス
は
七
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、顧
客

像
や
提
供
す
る
価
値
、コ
ス
ト
構
造
な
ど
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
通
じ
、ビ
ジ
ネ
ス
を
可

視
化
す
る
作
業
を
進
め
た
。プ
ラ
ン
作
成
に

あ
た
り
中
武
先
生
が
求
め
た
の
は「
新
し
い

技
術
、社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
、実
現
可
能
性
」

の
３
要
素
。「
10
年
後
、20
年
後
の
予
測
は
難

し
い
け
ど
、今
は
存
在
し
な
く
て
も
将
来

あ
っ
た
ら
い
い
な
、と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
膨

ら
ま
し
、織
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」

　講
義
の
締
め
く
く
り
に
は
、各
グ
ル
ー
プ

の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
表
。「
ゴ
ミ

ゼ
ロ
社
会
」、「
金
融
学
習
実
践
型
ア
プ
リ
」、

「
空
き
家
ビ
ジ
ネ
ス
」、「
廃
校
の
有
効
活
用
」

な
ど
社
会
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え

る
テ
ー
マ
の
ほ
か「
鹿
大
生
同
士
の
交
流
ア

プ
リ
」、「
人
の
名
前
と
顔
を
覚
え
る
ア
プ
リ

〜
顔
面
カ
ル
タ
」な
ど
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
生

ま
れ
た
テ
ー
マ
も
見
受
け
ら
れ
た
。入
学
時

の
住
居
賃
貸
で
感
じ
た
疑
問
を
基
に「
不
動

産
テ
ッ
ク
」を
発
案
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、借

り
手
、貸
し
主
双
方
の
収
益
ま
で
算
出
。実

現
へ
向
け
る
強
い
意
欲
も
表
れ
て
い
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
受
け
、ゲ
ス
ト

講
師
か
ら
は「
非
常
に
面
白
い
発
想
」、「
一

潜入ルポ

「
ビ
ジ
ネ
ス
最
前
線
」に
触
れ
る

不
確
実
な
時
代
を
生
き
抜
く

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

タ
ネ
は
課
題
の
中
に

※1　株式会社鹿児島銀行及び野村證券株式会社との産学連携授業に関する連携協定（平成26年9月26日）
※２　参加ゲスト講師：野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社　濵田隆徳氏／野村證券株式会社　水野智俊氏／鹿児島銀行　水流一水氏／鹿
児島大学理工学研究科／スタートアップ支援事業家　村上将太郎氏／産学・地域共創センター客員教授 谷川徹先生、同 岩城通先生／産学・地域共創
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傍
ら
に
あ
り
、い
つ
か
死
ぬ
は
ず

の
私
が
、大
学
で
青
春
を
謳
歌
し
、

子
を
も
う
け
P
T
A
会
長
を
３

回
務
め
る
な
ん
て
。奇
跡
の
日
々

に
感
謝
す
る
人
生
で
し
た
。」と
こ

ろ
が
昨
年
2
月
つ
い
に「
あ
と
半

年
」の
余
命
宣
告
を
受
け
、生
き

る
道
は
肝
臓
移
植
し
か
な
い
こ
と

を
告
げ
ら
れ
ま
す
。「
思
い
の
ほ
か

多
く
の
方
か
ら『
生
き
ろ
』と
励
ま

し
の
声
を
い
た
だ
い
て
」。弟
さ
ん

の
肝
臓
を
受
け
、移
植
手
術
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。手
術
ま
で
の
道

の
り
、術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、平

坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、現
在
は
体
調
も
安
定
し
、

ほ
ぼ
平
常
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

と
余
命
何
年
と
言
わ
れ
て
き
た

の
に
、い
き
な
り
余
命
宣
告
が
な

く
な
っ
て
。ど
う
し
た
も
の
か
」と

笑
い
ま
す
。「
学
業
だ
け
で
は
な

く
、い
ろ
ん
な
青
春
を
味
わ
え
る

の
が
学
生
時
代
。観
光
つ
い
で
に

勉
強
し
に
行
く
感
覚
で
も
い
い
。

全
部
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」と
、後

輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
先
輩

は
、真
打
ち
昇
進
と
い
う
次
の
大

き
な
目
標
を
目
指
し
、熱
く
走
り

出
し
て
い
ま
す
。

の
面
白
さ
に
目
覚
め
、弟
子
入
り

を
志
願
。紆
余
曲
折
を
経
て
39
歳

の
時
、よ
う
や
く
入
門
が
実
現
。

子
育
て
を
こ
な
し
な
が
ら
3
6
5

日
寄
席
に
通
い
、着
付
け
や
太
鼓

叩
き
な
ど
の
下
働
き
を
務
め
ま

し
た
。「
修
行
は
厳
し
か
っ
た
。20

歳
の
私
だ
っ
た
ら
す
ぐ
喧
嘩
し

て
辞
め
て
た
と
思
い
ま
す
」。修

行
を
積
み
、2
0
2
1
年
5
月
に

は
見
事「
二
ツ
目
」昇
進
を
果
た

し
ま
し
た
。

　破
天
荒
に
夢
へ
突
き
進
む
あ

ら
馬
さ
ん
で
す
が
、B
面
に
は
、人

並
外
れ
た
闘
い
の
歴
史
も
。難
病

指
定
胆
道
閉
鎖
症
の
た
め
、生
ま

れ
て
す
ぐ
胆
の
う
を
取
っ
て
腸
と

つ
な
ぐ
空
腸
縫
合
と
い
う
大
手

術
を
受
け
て
以
来
、し
ば
し
ば
胆

管
炎
を
発
症
。「
18
歳
ま
で
の
命

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
」。限
り
あ

る
人
生
を
後
悔
し
な
い
よ
う
、太

く
楽
し
く
生
き
よ
う
、と
決
意
し

た
こ
と
が
、す
べ
て
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
た
、と
言
い
ま
す
。在
学

中
も
学
業
、タ
レ
ン
ト
活
動
の
ほ

か
最
大
七
つ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛

け
持
ち
し
、海
外
旅
行
、サ
ー
ク
ル

活
動
と
、青
春
を
味
わ
い
つ
く
し

た
と
い
い
ま
す
。「
常
に
入
退
院
が

回
登
場
い
た
だ
い
た
の
は

鹿
児
島
初
の
女
性
落
語

家
・
三
遊
亭
あ
ら
馬
さ
ん
。な
ん

と
、本
学
工
学
部
の
応
用
化
学
工

学
科
卒
業
の〝
w
e
b・I
T
強
め

理
系
女
子
〞な
の
で
す
。「
高
校
時

代
か
ら
在
京
キ
ー
局
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
目
指
し
て
い
て
、経
歴
に

箔
を
つ
け
よ
う
と
鹿
大
へ
入
り
ま

し
た
。理
系
が
得
意
だ
っ
た
こ
と

と
、同
じ
工
学
部
卒
の
父
へ
の
対

抗
心
も
あ
っ
て
工
学
部
へ
。私
、邪

念
が
す
ご
い
ん
で
す
」。生
粋
の
江

戸
っ
子
の
よ
う
な
歯
切
れ
の
良
い

口
調
は
、さ
す
が
噺
家
さ
ん
。

　在
学
中
か
ら
地
元
メ
デ
ィ
ア

で
タ
レ
ン
ト
、モ
デ
ル
と
し
て

華
々
し
く
活
躍
。卒
業
と
同
時
に

上
京
し
、運
良
く
ア
ナ
ウ
ン
ス
事

務
所
や
劇
団
に
所
属
す
る
も
芸

能
人
と
し
て
は
鳴
か
ず
飛
ば
ず
。

諦
め
て
結
婚
し
、子
育
て
を
楽
し

も
う
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
ま
し

た
。あ
る
時
、友
人
の
結
婚
式
で

司
会
を
務
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
芸
能
界
熱
が
再
燃
。ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
復
帰
の
リ
ハ
ビ
リ
で
通
っ
た

の
が
、後
に
師
匠
と
な
る
三
遊
亭

と
ん
馬
さ
ん
の
主
宰
す
る
落
語
ス

ク
ー
ル
で
し
た
。発
表
会
で
高
座

今

落語家 三遊亭 あら馬（さんゆうてい あらま）（本名：桐野 亜希子）
鹿児島県出身。1996年 鹿児島大学工学部入学、2000年　応用化学工学科卒業。
フリーアナウンサー、女優などを経て2017年 三遊亭とん馬に入門。2021年5月 二ツ目昇進

OBOG
INTERVIEW

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

仲
間
や
教
授
と
一
緒
に
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、喧
嘩
し
た
り…

「
太
く
、楽
し
い
」青
春
を
謳
歌
し
き
っ
た
学
生
時
代
。

育
ま
れ
た
絆
、楽
し
い
思
い
出
は
、い
ま
も
私
の
支
え
で
す
。

1 2

43 5
1鹿大4年研究室にて。助手の寿子ちゃん（当時60歳）が激写。卒論の話か恋愛トーク中かな。　2学生タレントとしてTJカゴシマ様を始めテレビラジオに。私の芸
能の原点。 　3前座時代。歌丸師匠の最期の国立演芸場。米助師匠のお誕生日祝。今も米助師匠にはお世話になってます。　4人生３回目の開腹手術後のICU。
（生体肝移植で全４回）何度やっても腹を切るのは痛い。　52021年5月新宿末廣亭。念願だった娘達に母の勇姿を観に初めて寄席に来てくれて「ママ面白かっ
た！」と言って貰えた日。

撮影：土居麻紀子
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年
７
月
に
は
鹿
児
島
県
北

部
で
、さ
ら
に
８
月
に
は
西

日
本
か
ら
東
日
本
に
か
け
て
の
広

い
範
囲
で
記
録
的
な
豪
雨
が
降

り
、各
地
で
災
害
が
発
生
し
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
。自
然
災
害
の
中
で

も
と
り
わ
け
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
の
が
豪
雨
や
地
震
、火
山
噴

火
に
よっ
て
起
こ
る
土
砂
災
害
だ
。

砂
防
学
の
第一人
者
、地
頭
薗
隆
先

生
の
砂
防
学
研
究
室
で
は
、南
九

州
の
シ
ラ
ス
斜
面
崩
壊
や
火
山
噴

火
に
起
因
す
る
土
石
流
、そ
し
て

近
年
多
発
す
る
大
規
模
崩
壊（
深

層
崩
壊
）の
調
査
、観
測
と
いっ
た

研
究
と
と
も
に
、地
域
防
災
の
向

上
へ
向
け
た
社
会
貢
献
活
動
に
取

り
組
ん
でい
る
。

　1
9
9
7
年
7
月
、出
水
市
の

針
原
川
流
域
で
土
石
流
が
下
流
の

針
原
集
落
を
飲
み
込
み
、家
屋
損

壊
、浸
水
の
ほ
か
21
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
。原
因
は
、上
流
域
で
起

こ
っ
た
深
層
崩
壊
に
よ
る
土
砂
の

流
出
。「
シ
ラ
ス
の
崖
崩
れ
な
ど

（
表
層
崩
壊
）は
、歴
代
の
先
生
方

の
努
力
に
よ
っ
て
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解

の
応
用
力
を
養
う
こ
と
が
重
要
で

す
」。こ
う
いっ
た
活
動
が
嫌
い
じ
ゃ

な
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
、と

卒
論
作
成
に
勤
し
む
学
生
の
姿
に

目
を
細
め
た
。

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
は
、住
民
を
巻
き
込
ん
だ
調
査・

研
究
に
よ
る
啓
発
も
不
可
欠
、と

地
頭
薗
先
生
は
話
す
。「
湧
水
の
出

る
箇
所
も
地
元
の
人
、特
に
お
年

寄
り
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。住
民
自

身
が
地
図
に
落
と
し
込
ん
で
防
災

マッ
プ
を
作
れ
ば
、自
ず
と
防
災
意

識
も
高
ま
り
ま
す
。大
学
や
自
治

体
等
が
呼
び
掛
け
る
だ
け
で
は
な

く
、住
民
自
身
が
考
え
、知
る
こ
と

が
大
切
」。2
0
1
7
年
の
九
州
北

部
豪
雨
時
、防
災
リ
ー
ダ
ー
が
率
い

た
地
域
で
は
、災
害
に
よ
る
犠
牲
者

が
見
ら
れ
な
かっ
た
と
い
う
。「
災
害

予
測
の
技
術
を
進
歩
さ
せ
る
研
究

を
進
め
る
と
同
時
に
、住
民
の
意

識
を
高
め
る
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
も
大
学
の
重
要
な
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」。地
域
で
学
ん
だ
こ

と
は
地
域
へ
還
元
す
る
ー
。砂
防
学

研
究
室
に
代
々
引
き
継
が
れ
る
姿

勢
だ
。

を
開
発

し
た
。

　2
0
1
6
年

6
月
に
は
、鹿
児
島
県

垂
水
市
で
前
年
の
崩
壊
地
の

監
視
カ
メ
ラ
の
湧
水
映
像
を
用
い

て
崩
壊
を
予
測
。予
測
に
基
づい
て

発
表
さ
れ
た
避
難
指
示
は
、翌
日

に
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
か
ら
住
民

の
命
を
救
っ
た
。「
地
下
水
を
指
標

に
し
て
住
民
を
避
難
さ
せ
た
の
は
、

全
国
で
も
初
め
て
の
事
例
で
し
た
」。

研
究
室
で
は
、針
原
の
ほ
か
南
大

隅
や
竜
ヶ
水
、熊
本
県
人
吉
市
や

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
な
ど
、深

層
崩
壊
の
履
歴
を
持
つ
土
地
で
の

調
査
を
継
続
。研
究
成
果
は
、九
州

地
方
整
備
局
と
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
が
設
置
し
た「
無
降
雨

時
等
の
崩
壊
研
究
会
」の
基
礎
資

料
と
し
て
、大
規
模
な
崩
壊
の
危

険
斜
面
の
抽
出
手
法
の
開
発
に
貢

献
し
た
。

　災
害
現
場
で
の
調
査
活
動
に
加

え
、冬
季
の
渓
流
で
地
下
水
を
観

測
す
る
な
ど
、研
究
に
は
ハ
ー
ド
な

作
業
も
つ
き
も
の
だ
が
、「
学
生
は

次
代
の
防
災
を
担
う
人
材
。講
義

に
よ
る
基
礎
学
力
に
加
え
て
、現
場

で
の
実
践
的
な
学
び
に
よっ
て
知
識

記
録
的

な
大
雨
が
要
因
、と

地
頭
薗
先
生
は
話
す
。

　「現
在
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報

発
表
、そ
れ
に
基
づ
く
避
難
指
示

は
、大
雨
の
最
中
に
発
表
さ
れ
る
仕

組
み
。一方
、山
に
降
っ
た
雨
が
地
下

水
に
な
り
、大
量
の
地
下
水
の
圧
力

に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
山
が
壊

れ
る
の
が
深
層
崩
壊
。雨
が
小
降

り
に
な
っ
た
り
、止
ん
だ
り
し
た
後

に
起
こ
る
の
で
、いつ
、ど
こ
で
発
生

す
る
か
予
測
が
非
常
に
難
し
い
の
で

す
」。地
頭
薗
先
生
は「
針
原
の
教

訓
か
ら
」地
下
水
に
着
目
。湧
水
を

監
視
す
る
こ
と
で
地
下
水
の
状
態

を
把
握
し
、崩
壊
発
生
の
危
険
度

を
判
断
す
る
装
置「
湧
水
セン
サ
ー
」

明
さ
れ
、対
策
も
進
ん
で
い
ま
し

た
が
、当
時
、深
層
崩
壊
は
専
門

家
で
さ
え
見
た
こ
と
が
な
い
、文
献

や
教
科
書
で
し
か
知
ら
な
い
現
象

で
し
た
」。針
原
で
の
災
害
を
機
に

学
部
横
断
的
な
チ
ー
ム
を
編
成
。

深
層
崩
壊
に
関
す
る
調
査
、研
究

を
進
め
た
。「
滅
多
に
起
こ
ら
な
い

現
象
を
研
究
す
る
こ
と
を
疑
問
視

す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、６
年

後
の
2
0
0
3
年
に
は
水
俣
市

で
、2
0
0
5
年
に
は
九
州
山
地

や
鰐
塚
山
で
、そ
の
後
は
毎
年
の

よ
う
に
各
地
で
発
生
。特
に

2
0
1
1
年
に
は
紀
伊
半
島
39

カ
所
で
大
規
模
崩
壊
が
起
こ
り
、

お
よ
そ
1
0
0
人
の
方
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
」。近
年
、深
層
崩
壊

が
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

地
球
温
暖
化
、気
候
変
動
に
よ
る

昨

Scholar Interview

研究室から

1981年3月鹿児島大学農学部卒業、1981年5月鹿児島大学助手、
1991年10月助教授、2013年2月教授、2018年4月地震火山地域
防災センター長
■学位：1991年4月農学博士（九州大学）
■所属学会等：(公社)砂防学会（副会長）、国土交通省九州地方整備局緊急災害対策派
遣ドクター、鹿児島県土砂災害対策アドバイザー、鹿児島市防災専門アドバイザリーなど
■研究キーワード：○土砂災害対策 ○深層崩壊 ○シラス斜面崩壊 ○桜島土石流

地頭薗　隆（じとうその・たかし）Profile

防
災
に
生
か
さ
れ
た
研
究
成
果

人
材
育
成

農
水
産
獣
医
学
域
　農
学
系

農
水
産
獣
医
学
域
　農
学
系

地
頭
薗

隆
教
授

岩盤を通る地下水は電気を帯びイオン化し
ている。湧水センサーで水の電気伝導度
や水量を計測することで地下水を解析する

地下水の集まる地点での基礎データを収集
する水文調査。雨の少ない冬季、学生と共
に渓流を歩き、地道な調査を続けている

地域防災と人材育成に貢献する大学の役割

～多発する大規模土砂災害の予測、防災へ向けた取り組み～

大
規
模
な
土
砂
災
害

発
生
リ
ス
ク
の
高
ま
り

表
層
崩
壊
と
深
層
崩
壊：0・5
〜
2・0
m
程
度
の
山
の

表
土
が
、表
土
と
岩
盤
の
境
界
に
沿
っ
て
滑
落
す
る
斜
面

崩
壊
が「
表
層
崩
壊
」、表
面
の
土
壌
の
下
に
あ
る
岩
盤
ま

で
崩
れ
落
ち
る
現
象
が「
深
層
崩
壊
」。深
層
崩
壊
を
引
き

起
こ
す
主
な
要
因
は
大
雨
、地
震
、火
山
噴
火
。
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年
７
月
に
は
鹿
児
島
県
北

部
で
、さ
ら
に
８
月
に
は
西

日
本
か
ら
東
日
本
に
か
け
て
の
広

い
範
囲
で
記
録
的
な
豪
雨
が
降

り
、各
地
で
災
害
が
発
生
し
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
。自
然
災
害
の
中
で

も
と
り
わ
け
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す
の
が
豪
雨
や
地
震
、火
山
噴

火
に
よっ
て
起
こ
る
土
砂
災
害
だ
。

砂
防
学
の
第一人
者
、地
頭
薗
隆
先

生
の
砂
防
学
研
究
室
で
は
、南
九

州
の
シ
ラ
ス
斜
面
崩
壊
や
火
山
噴

火
に
起
因
す
る
土
石
流
、そ
し
て

近
年
多
発
す
る
大
規
模
崩
壊（
深

層
崩
壊
）の
調
査
、観
測
と
いっ
た

研
究
と
と
も
に
、地
域
防
災
の
向

上
へ
向
け
た
社
会
貢
献
活
動
に
取

り
組
ん
でい
る
。

　1
9
9
7
年
7
月
、出
水
市
の

針
原
川
流
域
で
土
石
流
が
下
流
の

針
原
集
落
を
飲
み
込
み
、家
屋
損

壊
、浸
水
の
ほ
か
21
人
が
犠
牲
に

な
っ
た
。原
因
は
、上
流
域
で
起

こ
っ
た
深
層
崩
壊
に
よ
る
土
砂
の

流
出
。「
シ
ラ
ス
の
崖
崩
れ
な
ど

（
表
層
崩
壊
）は
、歴
代
の
先
生
方

の
努
力
に
よ
っ
て
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解

の
応
用
力
を
養
う
こ
と
が
重
要
で

す
」。こ
う
いっ
た
活
動
が
嫌
い
じ
ゃ

な
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
、と

卒
論
作
成
に
勤
し
む
学
生
の
姿
に

目
を
細
め
た
。

　地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
は
、住
民
を
巻
き
込
ん
だ
調
査・

研
究
に
よ
る
啓
発
も
不
可
欠
、と

地
頭
薗
先
生
は
話
す
。「
湧
水
の
出

る
箇
所
も
地
元
の
人
、特
に
お
年

寄
り
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。住
民
自

身
が
地
図
に
落
と
し
込
ん
で
防
災

マッ
プ
を
作
れ
ば
、自
ず
と
防
災
意

識
も
高
ま
り
ま
す
。大
学
や
自
治

体
等
が
呼
び
掛
け
る
だ
け
で
は
な

く
、住
民
自
身
が
考
え
、知
る
こ
と

が
大
切
」。2
0
1
7
年
の
九
州
北

部
豪
雨
時
、防
災
リ
ー
ダ
ー
が
率
い

た
地
域
で
は
、災
害
に
よ
る
犠
牲
者

が
見
ら
れ
な
かっ
た
と
い
う
。「
災
害

予
測
の
技
術
を
進
歩
さ
せ
る
研
究

を
進
め
る
と
同
時
に
、住
民
の
意

識
を
高
め
る
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
も
大
学
の
重
要
な
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」。地
域
で
学
ん
だ
こ

と
は
地
域
へ
還
元
す
る
ー
。砂
防
学

研
究
室
に
代
々
引
き
継
が
れ
る
姿

勢
だ
。

を
開
発

し
た
。

　2
0
1
6
年

6
月
に
は
、鹿
児
島
県

垂
水
市
で
前
年
の
崩
壊
地
の

監
視
カ
メ
ラ
の
湧
水
映
像
を
用
い

て
崩
壊
を
予
測
。予
測
に
基
づい
て

発
表
さ
れ
た
避
難
指
示
は
、翌
日

に
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
か
ら
住
民

の
命
を
救
っ
た
。「
地
下
水
を
指
標

に
し
て
住
民
を
避
難
さ
せ
た
の
は
、

全
国
で
も
初
め
て
の
事
例
で
し
た
」。

研
究
室
で
は
、針
原
の
ほ
か
南
大

隅
や
竜
ヶ
水
、熊
本
県
人
吉
市
や

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
な
ど
、深

層
崩
壊
の
履
歴
を
持
つ
土
地
で
の

調
査
を
継
続
。研
究
成
果
は
、九
州

地
方
整
備
局
と
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
が
設
置
し
た「
無
降
雨

時
等
の
崩
壊
研
究
会
」の
基
礎
資

料
と
し
て
、大
規
模
な
崩
壊
の
危

険
斜
面
の
抽
出
手
法
の
開
発
に
貢

献
し
た
。

　災
害
現
場
で
の
調
査
活
動
に
加

え
、冬
季
の
渓
流
で
地
下
水
を
観

測
す
る
な
ど
、研
究
に
は
ハ
ー
ド
な

作
業
も
つ
き
も
の
だ
が
、「
学
生
は

次
代
の
防
災
を
担
う
人
材
。講
義

に
よ
る
基
礎
学
力
に
加
え
て
、現
場

で
の
実
践
的
な
学
び
に
よっ
て
知
識

記
録
的

な
大
雨
が
要
因
、と

地
頭
薗
先
生
は
話
す
。

　「現
在
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報

発
表
、そ
れ
に
基
づ
く
避
難
指
示

は
、大
雨
の
最
中
に
発
表
さ
れ
る
仕

組
み
。一方
、山
に
降
っ
た
雨
が
地
下

水
に
な
り
、大
量
の
地
下
水
の
圧
力

に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
山
が
壊

れ
る
の
が
深
層
崩
壊
。雨
が
小
降

り
に
な
っ
た
り
、止
ん
だ
り
し
た
後

に
起
こ
る
の
で
、いつ
、ど
こ
で
発
生

す
る
か
予
測
が
非
常
に
難
し
い
の
で

す
」。地
頭
薗
先
生
は「
針
原
の
教

訓
か
ら
」地
下
水
に
着
目
。湧
水
を

監
視
す
る
こ
と
で
地
下
水
の
状
態

を
把
握
し
、崩
壊
発
生
の
危
険
度

を
判
断
す
る
装
置「
湧
水
セン
サ
ー
」

明
さ
れ
、対
策
も
進
ん
で
い
ま
し

た
が
、当
時
、深
層
崩
壊
は
専
門

家
で
さ
え
見
た
こ
と
が
な
い
、文
献

や
教
科
書
で
し
か
知
ら
な
い
現
象

で
し
た
」。針
原
で
の
災
害
を
機
に

学
部
横
断
的
な
チ
ー
ム
を
編
成
。

深
層
崩
壊
に
関
す
る
調
査
、研
究

を
進
め
た
。「
滅
多
に
起
こ
ら
な
い

現
象
を
研
究
す
る
こ
と
を
疑
問
視

す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、６
年

後
の
2
0
0
3
年
に
は
水
俣
市

で
、2
0
0
5
年
に
は
九
州
山
地

や
鰐
塚
山
で
、そ
の
後
は
毎
年
の

よ
う
に
各
地
で
発
生
。特
に

2
0
1
1
年
に
は
紀
伊
半
島
39

カ
所
で
大
規
模
崩
壊
が
起
こ
り
、

お
よ
そ
1
0
0
人
の
方
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
」。近
年
、深
層
崩
壊

が
多
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

地
球
温
暖
化
、気
候
変
動
に
よ
る

昨

Scholar Interview

研究室から

1981年3月鹿児島大学農学部卒業、1981年5月鹿児島大学助手、
1991年10月助教授、2013年2月教授、2018年4月地震火山地域
防災センター長
■学位：1991年4月農学博士（九州大学）
■所属学会等：(公社)砂防学会（副会長）、国土交通省九州地方整備局緊急災害対策派
遣ドクター、鹿児島県土砂災害対策アドバイザー、鹿児島市防災専門アドバイザリーなど
■研究キーワード：○土砂災害対策 ○深層崩壊 ○シラス斜面崩壊 ○桜島土石流

地頭薗　隆（じとうその・たかし）Profile

防
災
に
生
か
さ
れ
た
研
究
成
果

人
材
育
成

農
水
産
獣
医
学
域
　農
学
系

農
水
産
獣
医
学
域
　農
学
系

地
頭
薗

隆
教
授

岩盤を通る地下水は電気を帯びイオン化し
ている。湧水センサーで水の電気伝導度
や水量を計測することで地下水を解析する

地下水の集まる地点での基礎データを収集
する水文調査。雨の少ない冬季、学生と共
に渓流を歩き、地道な調査を続けている

地域防災と人材育成に貢献する大学の役割

～多発する大規模土砂災害の予測、防災へ向けた取り組み～

大
規
模
な
土
砂
災
害

発
生
リ
ス
ク
の
高
ま
り

表
層
崩
壊
と
深
層
崩
壊：0・5
〜
2・0
m
程
度
の
山
の

表
土
が
、表
土
と
岩
盤
の
境
界
に
沿
っ
て
滑
落
す
る
斜
面

崩
壊
が「
表
層
崩
壊
」、表
面
の
土
壌
の
下
に
あ
る
岩
盤
ま

で
崩
れ
落
ち
る
現
象
が「
深
層
崩
壊
」。深
層
崩
壊
を
引
き

起
こ
す
主
な
要
因
は
大
雨
、地
震
、火
山
噴
火
。
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の
タ
ネ

Needs

Seeds

取り組み事例

水
産
学
部
水
産
経
営
学
研
究
室

鳥
居
享
司
准
教
授

第 九 回

appeal point

appeal point

持続的な漁業経営について、漁業者や漁協職員の方 と々連携し、調査・分析・提言
から実証まで行っています。島嶼域の特徴ある水産物を求める需要者と生産現場のマッ
チングについても支援を行っています。

NPO法人「鹿児島おさかな倶楽部」を主宰。生産者や漁協をはじめ自治体、飲食店
等の参画の下、豊かな魚食を楽しむ情報、イベント等を提案・提供しています。

産学連携に関する相談・お問い合わせ窓口：産学・地域共創センター　☎099-285-8491

　離
島
を
中
心
と
す
る
地
域
で
の
持

続
的
な
漁
業
経
営
に
つ
い
て
、漁
業
者

や
漁
協
と
連
携
し
、調
査・分
析・
提
言
、

実
証
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
島
嶼
域
は
、

水
産
業
に
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
地

域
で
あ
り
な
が
ら
、島
外
出
荷
に
は
時

間
と
費
用
が
か
か
る
上
、鮮
度
劣
化
に

よ
る
取
引
価
格
の
低
迷
に
悩
ま
さ
れ
て

き
ま
し
た
。ま
た
、漁
業
経
営
に
は
、漁

場
の
利
用
体
系
や
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど

持
続
的
な
資
源
利
用
へ
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
、さ
ら
に
労
働
の
在
り
方

や
漁
協
の
体
制
づ
く
り
な
ど
、多
岐
に

わ
た
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　当
研
究
室
で
は
、生
産
か
ら
流
通
に

至
る
過
程
の
細
や
か
な
実
態
分
析
を

通
じ
て
課
題
を
抽
出
。明
ら
か
に
な
っ

た
個
々
の
課
題
に
対
し
、そ
の
解
決
策

や
緩
和
策
を
漁
業
者
や
漁
協
職
員
の

方
々
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

個
々
の
ケ
ー
ス
に
最
適
な
新
技
術
の
提

案
、水
産
物
の
流
通
や
消
費
に
寄
与
す

る
企
業
や
飲
食
店
、料
理
人
な
ど
異
業

種
と
の
連
携
に
よ
る
市
場
開
拓
に
つ
い

て
も
検
討
、提
案
し
て
い
ま
す
。

　漁
業・漁
協
の
経
営
振
興
策
に
つ
い
て
、

漁
業
者
や
漁
協
職
員
と
協
働
し
、生
産
現

場
に
即
し
た
分
析
、調
査
、提
案
を
行
い
ま

す
。最
適
な
新
技
術
の
導
入
や
異
業
種
連

携
ま
で
支
援
す
る
ほ
か
、島
嶼
域
の
水
産
物

の
販
路
拡
大
や
需
要
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も

手
掛
け
て
い
ま
す
。漁
業
経
営
の
安
定
に
必

要
な
資
源
管
理
や
経
済
的
側
面
か
ら
の
分

析
も
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
漁
協
の
役
割

と
機
能
の
検
討
を
通
じ
、地
域
の
漁
業
体
制

の
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　奄
美
大
島
、与
論
島
、甑
島
の
ほ
か
垂

水
市
、日
置
市
、肝
付
町
な
ど
で
も
活
動
。

島
嶼
域
外
で
の
漁
業
経
営
分
析
に
も
応

用
が
可
能
で
す
。

　当
研
究
室
で
は
、現
地
へ
赴
き
、現
場
の

漁
業
者
、漁
協
職
員
の
方
々
と
手
を
携
え
て

活
動
に
当
た
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。個
々
の
ケ
ー
ス
に
適
し
た
調
査
、分
析

に
よ
っ
て
導
か
れ
た
仮
説
に
基
づ
き
実
証

を
行
い
、そ
の
成
果
を
検
証
す
る
と
こ
ろ
ま

で
、継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。一

連
の
活
動
を
通
じ
、島
嶼
の
主
力
産
業
の
一

つ
で
あ
る
漁
業
の
振
興
を
図
り
、ひ
い
て
は

島
嶼
社
会
の
持
続
的
な
活
性
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

研究の特徴

期待される成果

【島嶼漁業経営の課題の抽出と改善へ向けた戦略策定】

【協働による研究成果を基に提言・実証し、地域の持続的活性化に貢献】
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お
い
し
い
魚
を
食
べ
て
、人
も
漁
業
も
元
気
に
。

漁業者・民間業者との共同研究（日笠山水産の事例）
各地の漁業者や漁協と連携し、調査・研究の成果に基づいた経営分析や商品開発、販
路拡大などの事業に取り組んでいます。事例の一つが、キビナゴ漁・水産物加工を手がける
日笠山水産（薩摩川内市甑島）との協働による６次産業化の取り組み。学生や食品関連の
教職員らも参画し、新鮮な香りと味わいを生かした商品開発に取り組んでいます。2021年7
月には本学部の生協食堂で「こしき祭り」を開催。キビナゴ漬け丼や天ぷらなど甑島産キビ
ナゴ料理を提供しました。来年度の開催に向け、さらなるメニュー開発に取り組んでいます。
　販路拡大の一助という目的に加え、学生に魚のおいしさを知ってもらって向学心につな
げると同時に、次代の消費者を育成するというねらいもあります。調査研究でお世話になっ
ている甑島への恩返しができれば、という思いもあります。

啓発活動
さまざまな分野において販路開拓の重要性が叫ばれていますが、実際に手がけてみる

と、簡単なことではないと痛感。2019年、NPO「鹿児島おさかな倶楽部」を立ち上げました。
主におとなを対象にした普及・啓発活動に取り組んでいます。おとながたくさん魚を食べて
好きになってくれたら、魚の消費量も上がります。家庭で魚料理を食べるようになれば、子ど
もも魚好きになることが期待されます。生産から出荷までを漁師さんに見せていただく体験
会を企画したり、旬の魚を届ける定期便を企画したりと、一人でも多くの人が魚に親しむ機
会を創出する活動を行っています。

政策提言
2023年の離島振興法改正に向け、2021年度、提案書をまとめました。観光、農業、教

育、国防、地域おこし協力隊のほか島嶼域の首長など、多岐にわたる分野の専門家や
関係者が集まり、総合的な議論、検討を重ね、作成しました。
　鹿児島には数多くの離島があり、水産業に関しては輸送費補助などの政策的支援が
きめ細かく実施される必要があります。離島の水産業振興に真に役立つ政策をつくる上
では、現状に沿った立案が不可欠ですので、これまでの知見に基づき、必要な視点について提言しました。

島
嶼
域
を
中
心
と
し
た
漁
業
・

　
　漁
協
の
経
営
振
興
戦
略
の
研
究

　水
産
業
に
関
す
る
研
究
の
視
点
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、私
は
経
営
、制
度
面
か
ら
下
支
え
す
る
よ
う
な
政
策
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
研
究
し
て
い
ま
す
。学
生
時
代
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、甑
島
や
野
間
池
、奄
美
大
島
、大
隅
と
県
内
各
地

に
伺
い
、現
地
の
事
業
者
さ
ん
か
ら
漁
業
の
い
ろ
ん
な
こ
と
を

教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。漁
師
さ
ん
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
局
面
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、そ
こ

で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、皆
さ
ん
い
ろ
ん
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。温
か
い
人
柄
、一
生
懸

命
な
姿
に
触
れ
た
こ
と
が
、私
の
活
動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。お
い
し
く
、健
康
に

良
い
優
れ
た
食
で
あ
る
魚
を
食
卓
か
ら
失
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
も
漁
業
経
営
・
生
産

を
持
続
的
な
も
の
に
し
た
い
。そ
ん
な
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　私
は
本
学
O
B
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、学
生
は
私
の
後
輩
で
す
。学
生
に
は
し
っ
か
り

学
ん
で
、社
会
へ
出
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
日
々
接
し
て
い
ま
す
。で
き
る
限
り
漁
村
に

連
れ
て
行
き
、漁
業
者
の
話
を
実
際
に
聞
き
、海
を
見
な
が
ら
も
の
を
考
え
る
と
い
う

〝
生
き
た
〞体
験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

水
産
学
部
水
産
経
営
学
研
究
室

鳥
居
享
司（
と
り
い・た
か
し
）准
教
授

日
笠
山
水
産

日
笠
山
誠（
ひ
が
さ
や
ま・
ま
こ
と
）社
長

　若
い
人
た
ち
に
魚
を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
学
校
給
食
な
ど
で

の
提
供
を
考
え
、鳥
居
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、生
協
の
ご
協

力
の
下
、水
産
学
部
で
キ
ビ
ナ
ゴ
料
理
の
提
供
が
実
現
。追
加
注

文
を
い
た
だ
く
好
評
ぶ
り
で
し
た
。次
の
取
り
組
み
と
し
て
、常

温
で
持
ち
帰
り
可
能
な
商
品
の
開
発
を
お
願
い
し
てい
ま
す
。

　魚
ば
な
れ
が
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、と
く
に
今
は
コロ
ナ
禍
の
た
め
魚
の
消
費
量
が

激
減
。魚
の
値
段
は
低
迷
す
る
一
方
、燃
油
は
高
騰
し
、漁
師
に
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が

続
い
てい
ま
す
。こ
の
苦
境
を
打
破
す
る
た
め
、甑
島
で
は
今
年
、漁
業
者
が
連
携
し
て一般

社
団
法
人
を
立
ち
上
げ
、み
ん
な
で
一
丸
と
な
っ
て
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

「
漁
師
の
約
束
六
ヶ
条
」に
集
約
さ
れ
る
よ
う
な
甑
島
の
漁
師
の
知
恵
と
意
欲
を
継
承
し
、

漁
業
を
活
気
づ
け
る
た
め
に
も
、先
生
方
の
力
も
借
り
て
努
力
し
てい
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
大
メッ
セ
ー
ジ

2
0
0
1
年
3
月
　広
島
大
学
博
士
課
程
後
期
課
程
終
了
。

2
0
0
7
年
4
月
　鹿
児
島
大
学  

農
水
産
獣
医
学
域
水
産
学
系
水
産
学
部
水
産
学
科
水
産
経

済
学
分
野
／
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
生
物
生
産
科
学
専
攻
地
域
・
国
際
資

源
経
済
学
　准
教
授

日
笠
山
水
産
か
ら
の
メッ
セ
ー
ジ
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の
タ
ネ

Needs

Seeds

取り組み事例

水
産
学
部
水
産
経
営
学
研
究
室

鳥
居
享
司
准
教
授

第 九 回

appeal point

appeal point

持続的な漁業経営について、漁業者や漁協職員の方 と々連携し、調査・分析・提言
から実証まで行っています。島嶼域の特徴ある水産物を求める需要者と生産現場のマッ
チングについても支援を行っています。

NPO法人「鹿児島おさかな倶楽部」を主宰。生産者や漁協をはじめ自治体、飲食店
等の参画の下、豊かな魚食を楽しむ情報、イベント等を提案・提供しています。

産学連携に関する相談・お問い合わせ窓口：産学・地域共創センター　☎099-285-8491

　離
島
を
中
心
と
す
る
地
域
で
の
持

続
的
な
漁
業
経
営
に
つ
い
て
、漁
業
者

や
漁
協
と
連
携
し
、調
査・分
析・
提
言
、

実
証
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
島
嶼
域
は
、

水
産
業
に
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
地

域
で
あ
り
な
が
ら
、島
外
出
荷
に
は
時

間
と
費
用
が
か
か
る
上
、鮮
度
劣
化
に

よ
る
取
引
価
格
の
低
迷
に
悩
ま
さ
れ
て

き
ま
し
た
。ま
た
、漁
業
経
営
に
は
、漁

場
の
利
用
体
系
や
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど

持
続
的
な
資
源
利
用
へ
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
、さ
ら
に
労
働
の
在
り
方

や
漁
協
の
体
制
づ
く
り
な
ど
、多
岐
に

わ
た
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　当
研
究
室
で
は
、生
産
か
ら
流
通
に

至
る
過
程
の
細
や
か
な
実
態
分
析
を

通
じ
て
課
題
を
抽
出
。明
ら
か
に
な
っ

た
個
々
の
課
題
に
対
し
、そ
の
解
決
策

や
緩
和
策
を
漁
業
者
や
漁
協
職
員
の

方
々
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

個
々
の
ケ
ー
ス
に
最
適
な
新
技
術
の
提

案
、水
産
物
の
流
通
や
消
費
に
寄
与
す

る
企
業
や
飲
食
店
、料
理
人
な
ど
異
業

種
と
の
連
携
に
よ
る
市
場
開
拓
に
つ
い

て
も
検
討
、提
案
し
て
い
ま
す
。

　漁
業・漁
協
の
経
営
振
興
策
に
つ
い
て
、

漁
業
者
や
漁
協
職
員
と
協
働
し
、生
産
現

場
に
即
し
た
分
析
、調
査
、提
案
を
行
い
ま

す
。最
適
な
新
技
術
の
導
入
や
異
業
種
連

携
ま
で
支
援
す
る
ほ
か
、島
嶼
域
の
水
産
物

の
販
路
拡
大
や
需
要
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も

手
掛
け
て
い
ま
す
。漁
業
経
営
の
安
定
に
必

要
な
資
源
管
理
や
経
済
的
側
面
か
ら
の
分

析
も
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
漁
協
の
役
割

と
機
能
の
検
討
を
通
じ
、地
域
の
漁
業
体
制

の
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　奄
美
大
島
、与
論
島
、甑
島
の
ほ
か
垂

水
市
、日
置
市
、肝
付
町
な
ど
で
も
活
動
。

島
嶼
域
外
で
の
漁
業
経
営
分
析
に
も
応

用
が
可
能
で
す
。

　当
研
究
室
で
は
、現
地
へ
赴
き
、現
場
の

漁
業
者
、漁
協
職
員
の
方
々
と
手
を
携
え
て

活
動
に
当
た
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。個
々
の
ケ
ー
ス
に
適
し
た
調
査
、分
析

に
よ
っ
て
導
か
れ
た
仮
説
に
基
づ
き
実
証

を
行
い
、そ
の
成
果
を
検
証
す
る
と
こ
ろ
ま

で
、継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。一

連
の
活
動
を
通
じ
、島
嶼
の
主
力
産
業
の
一

つ
で
あ
る
漁
業
の
振
興
を
図
り
、ひ
い
て
は

島
嶼
社
会
の
持
続
的
な
活
性
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

研究の特徴

期待される成果

【島嶼漁業経営の課題の抽出と改善へ向けた戦略策定】

【協働による研究成果を基に提言・実証し、地域の持続的活性化に貢献】
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お
い
し
い
魚
を
食
べ
て
、人
も
漁
業
も
元
気
に
。

漁業者・民間業者との共同研究（日笠山水産の事例）
各地の漁業者や漁協と連携し、調査・研究の成果に基づいた経営分析や商品開発、販
路拡大などの事業に取り組んでいます。事例の一つが、キビナゴ漁・水産物加工を手がける
日笠山水産（薩摩川内市甑島）との協働による６次産業化の取り組み。学生や食品関連の
教職員らも参画し、新鮮な香りと味わいを生かした商品開発に取り組んでいます。2021年7
月には本学部の生協食堂で「こしき祭り」を開催。キビナゴ漬け丼や天ぷらなど甑島産キビ
ナゴ料理を提供しました。来年度の開催に向け、さらなるメニュー開発に取り組んでいます。
　販路拡大の一助という目的に加え、学生に魚のおいしさを知ってもらって向学心につな
げると同時に、次代の消費者を育成するというねらいもあります。調査研究でお世話になっ
ている甑島への恩返しができれば、という思いもあります。

啓発活動
さまざまな分野において販路開拓の重要性が叫ばれていますが、実際に手がけてみる

と、簡単なことではないと痛感。2019年、NPO「鹿児島おさかな倶楽部」を立ち上げました。
主におとなを対象にした普及・啓発活動に取り組んでいます。おとながたくさん魚を食べて
好きになってくれたら、魚の消費量も上がります。家庭で魚料理を食べるようになれば、子ど
もも魚好きになることが期待されます。生産から出荷までを漁師さんに見せていただく体験
会を企画したり、旬の魚を届ける定期便を企画したりと、一人でも多くの人が魚に親しむ機
会を創出する活動を行っています。

政策提言
2023年の離島振興法改正に向け、2021年度、提案書をまとめました。観光、農業、教

育、国防、地域おこし協力隊のほか島嶼域の首長など、多岐にわたる分野の専門家や
関係者が集まり、総合的な議論、検討を重ね、作成しました。
　鹿児島には数多くの離島があり、水産業に関しては輸送費補助などの政策的支援が
きめ細かく実施される必要があります。離島の水産業振興に真に役立つ政策をつくる上
では、現状に沿った立案が不可欠ですので、これまでの知見に基づき、必要な視点について提言しました。
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　水
産
業
に
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す
る
研
究
の
視
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は
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岐
に
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た
り
ま
す
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営
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度
面
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下
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す
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や
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ん
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ら
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ら
れ
て
い
ま
す
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さ
れ
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懸
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触
れ
た
こ
と
が
、私
の
活
動
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動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
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し
く
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に
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　私
は
本
学
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ま
す
の
で
、学
生
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の
後
輩
で
す
。学
生
に
は
し
っ
か
り
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ん
で
、社
会
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出
て
ほ
し
い
と
い
う
思
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で
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き
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漁
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連
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業
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べ
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ぶ
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取
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発
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な
れ
が
言
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れ
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で
す
が
、と
く
に
今
は
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禍
の
た
め
魚
の
消
費
量
が

激
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の
値
段
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迷
す
る
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方
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師
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る
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、漁
業
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社
団
法
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す
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「
漁
師
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束
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れ
る
よ
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甑
島
の
漁
師
の
知
恵
と
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継
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し
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漁
業
を
活
気
づ
け
る
た
め
に
も
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生
方
の
力
も
借
り
て
努
力
し
てい
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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• 南九州畜産獣医学拠点事業に係る合同記者発表を実施
11月1日、曽於市役所において本学と曽於市は合同記者発表を行い、曽於市の財部高校跡
地に「南九州畜産獣医学拠点」を令和6年4月に開設する意向を表明しました。
本拠点設置により、曽於市は、財部駅から拠点施設までの活性化、次世代型農場での研
修等の受け入れ、修学旅行誘致（市内外の学生）、拠点農場産牛・鶏のブランド化事業等に
より、同市の地方創生事業に取り組むことを目指しています。人材育成、産業創造、交流
人口の増による地域活性化が期待されています。
本拠点において本学は、「動物福祉に配慮したモデル農場における実践的な畜産獣医学拠点
の構築」を目標としています。他大学においては産業動物の臨床実習に苦慮しているところ
ですが、本拠点において全国から獣医学部生を毎年約500名受け入れ、動物衛生学と産業動
物臨床獣医学に関する参加型実習プログラムを開講することとしています。来年度は JGAP
認証機関の認定を目指しており、我が国有数の畜産基地である南九州の畜産獣医学を支える
専門職業人の養成を本拠点で行うことができます。
曽於市と本学は、令和6年4月の南九州畜産獣医学拠点の開設を目指し、更なる連携の下、
拠点整備を進めていくこととしています。

───────────────────────────────────────────────────────────
• 経営協議会学外委員等による学内視察を実施

11月9日、経営協議会学外委員（学外有識者）並びに学長、役員及び事務局長等による学
内視察を実施しました。
例年8月、「経営協議会学外委員と教育研究評議会評議員等との意見交換会」（経営協議会と
教育研究評議会との合同懇談会を実施し、学外有識者との意見交換の機会を充実することを
目的に実施している会）と同日開催していましたが、今年度から学内視察のみ気候の良い11
月に実施することとしました。
地域コトづくりセンター、産学・地域共創センター、機械工学科１号棟、海洋波動実験棟及び海洋土木工学科棟では
研究及び実験等を、工学部共通棟では学部学生の演習等を、附属中学校ではZoomを利用した「台北教育大学」の生徒
と本学中学生の英語授業を視察しました。学外委員から寄せられたさまざまな質問に対し、各担当者から説明させてい
ただくことができ、経営協議会学外委員に本学の状況をより理解いただく機会となりました。

───────────────────────────────────────────────────────────
• 「鹿大『進取の精神』支援基金」支援会第7回役員会を開催

12月2日、「鹿大『進取の精神』支援基金」支援会の第7回役員会が開催されました。
この支援会は、鹿児島県内の経済関係5団体、医療関係5団体、農水産業関係2団体、金融
関係1団体及び同窓会連合会の計14 団体の長により構成されています。各機関におかれまし
ては「鹿大『進取の精神』支援基金」の趣旨に賛同し、募金活動へのご支援をはじめ、本基
金による実施事業に関する助言や協力をいただいております。
本支援会の役員会は、最低年1回開催され、本学から募金状況や基金による事業報告及び
事業計画などについて報告・説明を行った後、役員による意見交換を行っております。
今回の役員会では、本支援会の会長である岩崎 芳太郎 鹿児島県商工会議所連合会会長による開会挨拶の後、「基金の
資金計画及び募金状況」、「令和2年度事業報告及び令和3年度事業計画」、「鹿大『進取の精神』支援基金支援会」及び「令
和4年度以降の基金の事業及び資金計画」について協議が行われました。
基金事業の今後の更なる発展に向けて、基金の現状を踏まえた上で、今後の事業･資金計画などについて役員の皆様
のご意見を伺い、この支援会を現状の枠組みの中で存続することが了承されました。

───────────────────────────────────────────────────────────
• 令和3年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を開催

12月13日、令和3年度後期留学生後援会奨学金授与式が行われました。
同奨学金は、鹿児島大学留学生後援会が私費外国人留学生に対して経済的支援を行うこと
で学習効果を高めることを目的として支給しており、今回は、８名の留学生へ奨学金が支給
されました。
授与式では、後援会会長である佐野 輝学長が、出席した８名に奨学金を手渡し、「世界が
新型コロナウイルス感染拡大の影響による大変な状況の中で、留学生の皆様も不慣れな異国の地での生活に苦労しなが
ら、自己の目的を達成するために勉学に励んでおられる。これからも積極的に学ぶ姿勢を持ち続け、留学を終え帰国し
た後も日本及び鹿児島とのつながりを持ち、母国との懸け橋になってほしい。」との激励の言葉を贈りました。

───────────────────────────────────────────────────────────
• 八代海の泥ハゼ、チワラスボの"オシリ"をカジる新種の甲殻類を発見

大学院理工学研究科の上野 大輔准教授が、出水市沿岸干潟の泥中に暮らすハゼ、チワラスボに共生する
珍しい小型甲殻類を発見、報告しました。この甲殻類は新種で、更に種より上の分類階級である属と科に該
当するものも存在しない極めて珍しい種で、新科新属新種として記載、報告されました。鹿児島県の沿岸域
に、極めて珍しい生物が生息する貴重な事例となります。
鹿児島県沿岸は、世界的にも生物相豊かな海域であり、これまでにも多くの新種が発見されてきました。
今後、その数は更に増えることが期待されます。しかし、種よりも上の分類階級である属、さらにその上の
科のレベルが新しく設立されることは極めて珍しく、甲殻類の進化の歴史を解明する上での学術的意義は
大きいものと考えます。なお、干潟に暮らす動物間には様々な共生関係が知られますが、地面の下という隠蔽的な環境
でもあるためか、明らかになっていないことも未だ多いことを示唆する好例でもあります。本種の保全も視野に入れた、
今後の研究が必要であると考えられます。
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員
共
済
生
活
協
同
組
合

株
式
会
社
M
i
s
u
m
i

公
益
財
団
法
人
米
盛
誠
心
育
成
会

理
事
長

　米
盛

　庄
一
郎

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

ブ
ル
ー
ム
ビ
ル
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　小
関

　朋
宏

鹿
児
島
空
港ビル

ディ
ン
グ
株
式
会
社

中
外
電
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　田
牧

　安
雄

有
限
会
社
渕
上
事
務
器

◆
リ
サ
イ
ク
ル
募
金

鳥
飼

　久
裕

大
峰

　悠
矢

豊
田

　尚
之

田
城

　麻
紀

澤
井

　七
絵

松
見

　あ
ず
さ

舟
橋

　惠
子

信
太

　裕
之

太
田

　圭
子

有
馬

　信
輔

田
城

　澄
子

勝
濱

　良
博

宮
崎

　将
尊

山
下

　實

山
中

　英
賢

鳥
居

　裕
一

厚
田

　由
布
子

田
村

　正
人

高
橋

　啓
三

斉
藤

　真
美

下
條

　隆
雄

井
原

　慶
一
郎

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

五
十
六
名

◆
修
学
支
援
事
業
基
金

個
人

【
五
十
六
万
円
】

田
中

　達
朗

【
五
万
円
】

遠
矢

　良
樹

【
一
万
円
】

茅
島

　浩
一
郎

高
橋

　宏
德

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

樋
ノ
口

　正
光

福
本

　一
法

宮
原

　広
典

畠

　広
子

有
銘

　工

森

　秀
樹

比
嘉

　健
裕

宮
本

　直
人

十
川

　英

福
島

　誠
治

岡
本

　実
佳

並
松

　靖
子

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
十
五
名

団
体
等

【
五
十
万
円
】

ア
プ
ラ
イ
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　岡

　義
治

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

鹿
児
島
大
学
教
職
員
組
合

理
学
部
支
部

◆
歯
学
部
基
金

【
五
十
二
万
円
】

鹿
児
島
大
学
歯
学
部
後
援
会

会
長

　有
馬

　敬

【
五
十
万
円
】

医
療
法
人
宝
歯
会

か
じ
わ
ら
歯
科
医
院

理
事
長

　梶
原

　浩
喜

【
二
十
万
円
】

梶
原

　浩
喜

【
十
万
円
】

医
療
法
人
英
成
会

神
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科

【
五
万
円
】

田
沼

　順
一

太
田

　博
見

柳
田

　敏
孝

田
原

　勝
矢

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

太
田

　道
明

萩
原

　和
繁

長
田

　ひ
ま
り

徳
重

　友
郁

村
岡

　信
宏

西
村

　正
宏

西
谷

　佳
浩

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

七
名

◆
鹿
児
島
大
学
病
院
基
金

【
百
万
円
】

社
会
医
療
法
人
義
順
顕
彰
会

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
朝
戸
医
院

一
般
財
団
法
人
親
和
会

【
五
十
万
円
】

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

【
三
十
万
円
】

松
清

　五
男

【
二
十
万
円
】

市
村

　カ
ツ
子

【
十
万
円
】

山
下

　敏
史

河
野

　英
一

久
德

　順
子

小
林
中
央
眼
科

　益
山

　芳
正

【
五
万
円
】

榎
田

　英
樹

【
四
万
円
】

谷
口

　昇

又
木

　雄
弘

【
三
万
円
】

仲
井

　精
一

入
部

　英
典

貴
嶋

　陸
博

築
地
新

　公
女

山
森

　剛

前

　哲
二

濵
田

　基
治

【
二
万
円
】

鮎
川

　秋
徳

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

内
村

　真
吾

河
野

　竜
一

金
城

　敏

七
呂

　節
子

東

　美
枝
子

三
原

　健
志

今
村

　健
三
郎

山
本

　美
奈
代

内
藤

　慎
吾

萩
元

　美
恵
野

渡
辺

　京
子

甲
斐

　律
夫

畠

　広
子

家
村

　和
千
代

吉
留

　正
次

堀
下

　千
鶴

垣
花

　泰
之

宮
田

　昌
明

弓
場

　裕
之

佐
藤

　真
紀
子

山
下

　勝

西
谷

　佳
浩

大
脇

　哲
洋

中
村

　雅
之

徳
重

　明
央

内
門

　泰
斗

嶽
﨑

　俊
郎

鹿
児
島
大
学
病
院
B
棟
6
階

佐
藤

　雅
美

中
村

　智
子

鮎
川

　秋
徳

奥
屋

　雅
彦

横
枕

　久
美
子

今
川

　真
由
美

松
﨑

　健
太
郎

川
内

　美
千
代

肥
後

　昌
代

福
田

　ゆ
か
り

福
島

　悦
子

脇
野

　龍
也

サ
ツ
マ
薬
品
株
式
会
社

社
会
医
療
法
人
天
陽
会

理
事
長

　厚
地

　良
彦

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
十
二
名

◆
練
習
船
基
金

【
八
万
八
千
円
】

谷

　怜
子

【
五
万
円
】

遠
矢

　良
樹

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

小
針

　統

瀬
戸
口

　浩

村
岡

　祐
輔

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
名

◆
医
学
部
医
学
科
教
育
基
金

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

増
原

　薫

垣
花

　泰
之

村
岡

　祐
輔

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

四
名

◆
教
育
学
部

　附
属
学
校
園
基
金

【
十
万
円
】

上
谷

　順
三
郎

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

及
川

　豊

久
保

　和
奈
利

佐
藤

　壮
司

川
畑

　活
人

有
村

　純
頼

鵜
飼

　憂
子

吉
田

　紘
基

福
田

　留
美

尾
籠

　り
か

今
村

　恵
美
子

三
輪

　玲
子

松
下

　岳

山
下

　泉

樋
高

　寛
子

株
式
会
社
鶴
亀
堂

代
表
取
締
役
社
長

　脇
田

　喬

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

十
四
名

◆
動
物
病
院
基
金

【
五
十
万
円
】

杉
木

　和
子

【
十
万
円
】

原
田

　直
美

【
三
万
円
】

松
尾

　し
の
ぶ

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

土
橋

　苑
子

上
小
鶴

　博

十
川

　英

中
村

　智
子

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

八
名

◆
工
学
部
創
立
七
十
五
周
年

　記
念
事
業
基
金

【
十
万
円
】

櫻
澤

　義
信

電
気
電
子
親
交
会

木
下

　英
二

隅
田

　泰
生

石
原
田

　秀
一

園
田

　裕
和

【
五
万
円
】

松
永

　広
幸

【
四
万
円
】

中
里

　勉

【
三
万
円
】

仮
屋

　孝
二

奈
良

　大
作

堀
之
内

　昇
吾

木
村

　至
伸

根
比

　瞭

木
佐
貫

　浄
治

中
川

　喜
介

【
一
万
円
】

東

　正
樹

下
村

　慎
一
郎

楢
崎

　彦
三

奥
平

　浩
之

吉
満

　正
美

大
重

　俊
則

原
田

　節
男

【
五
千
円
】

妙
見

　崇

平
屋

　幹
雄

横
山

　大
介

篠
原

　欣

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

下
田
代

　和
久

山
下

　英
成

東

　樹
志

藤
澤

　敬
一

冨
山

　大
輔

深
水

　幸
滋

小
山

　孝
一
郎

谷

　正
信

別
府

　孝
太
郎

前
田

　光
貴

後
藤

　真
秀

本
地

　雄
一

松
永

　裕
樹

喜
元

　亨

石
野

　孝
樹

向
井
原

　崇

稲

　卓
郎

栗
野

　克
大

増
田

　貴
文

羽
生

　大
仁

審
良

　善
和

福
島

　誠
治

橋
口

　周
平

大
橋

　勝
文

小
田

　美
紀
男

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

十
八
名

◆
鹿
児
島
大
学

　理
学
基
礎
研
究
支
援
金

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

一
名

◆
鹿
児
島
大
学
め
ぐ
み
会

　医
学
研
究
振
興
基
金

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

医
療
法
人
恵
会

鹿大「進取の精神」支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心より御礼申し上げます。お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただ

きます。ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。
令和4年3月   国立大学法人鹿児島大学   学長　佐野 輝

【2021年1月から2021年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）
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Topics

鹿大トピックス

鹿大トピックス

• 南九州畜産獣医学拠点事業に係る合同記者発表を実施
11月1日、曽於市役所において本学と曽於市は合同記者発表を行い、曽於市の財部高校跡
地に「南九州畜産獣医学拠点」を令和6年4月に開設する意向を表明しました。
本拠点設置により、曽於市は、財部駅から拠点施設までの活性化、次世代型農場での研
修等の受け入れ、修学旅行誘致（市内外の学生）、拠点農場産牛・鶏のブランド化事業等に
より、同市の地方創生事業に取り組むことを目指しています。人材育成、産業創造、交流
人口の増による地域活性化が期待されています。
本拠点において本学は、「動物福祉に配慮したモデル農場における実践的な畜産獣医学拠点
の構築」を目標としています。他大学においては産業動物の臨床実習に苦慮しているところ
ですが、本拠点において全国から獣医学部生を毎年約500名受け入れ、動物衛生学と産業動
物臨床獣医学に関する参加型実習プログラムを開講することとしています。来年度は JGAP
認証機関の認定を目指しており、我が国有数の畜産基地である南九州の畜産獣医学を支える
専門職業人の養成を本拠点で行うことができます。
曽於市と本学は、令和6年4月の南九州畜産獣医学拠点の開設を目指し、更なる連携の下、
拠点整備を進めていくこととしています。

───────────────────────────────────────────────────────────
• 経営協議会学外委員等による学内視察を実施

11月9日、経営協議会学外委員（学外有識者）並びに学長、役員及び事務局長等による学
内視察を実施しました。
例年8月、「経営協議会学外委員と教育研究評議会評議員等との意見交換会」（経営協議会と
教育研究評議会との合同懇談会を実施し、学外有識者との意見交換の機会を充実することを
目的に実施している会）と同日開催していましたが、今年度から学内視察のみ気候の良い11
月に実施することとしました。
地域コトづくりセンター、産学・地域共創センター、機械工学科１号棟、海洋波動実験棟及び海洋土木工学科棟では
研究及び実験等を、工学部共通棟では学部学生の演習等を、附属中学校ではZoomを利用した「台北教育大学」の生徒
と本学中学生の英語授業を視察しました。学外委員から寄せられたさまざまな質問に対し、各担当者から説明させてい
ただくことができ、経営協議会学外委員に本学の状況をより理解いただく機会となりました。

───────────────────────────────────────────────────────────
• 「鹿大『進取の精神』支援基金」支援会第7回役員会を開催

12月2日、「鹿大『進取の精神』支援基金」支援会の第7回役員会が開催されました。
この支援会は、鹿児島県内の経済関係5団体、医療関係5団体、農水産業関係2団体、金融
関係1団体及び同窓会連合会の計14 団体の長により構成されています。各機関におかれまし
ては「鹿大『進取の精神』支援基金」の趣旨に賛同し、募金活動へのご支援をはじめ、本基
金による実施事業に関する助言や協力をいただいております。
本支援会の役員会は、最低年1回開催され、本学から募金状況や基金による事業報告及び
事業計画などについて報告・説明を行った後、役員による意見交換を行っております。
今回の役員会では、本支援会の会長である岩崎 芳太郎 鹿児島県商工会議所連合会会長による開会挨拶の後、「基金の
資金計画及び募金状況」、「令和2年度事業報告及び令和3年度事業計画」、「鹿大『進取の精神』支援基金支援会」及び「令
和4年度以降の基金の事業及び資金計画」について協議が行われました。
基金事業の今後の更なる発展に向けて、基金の現状を踏まえた上で、今後の事業･資金計画などについて役員の皆様
のご意見を伺い、この支援会を現状の枠組みの中で存続することが了承されました。

───────────────────────────────────────────────────────────
• 令和3年度後期鹿児島大学留学生後援会奨学金授与式を開催

12月13日、令和3年度後期留学生後援会奨学金授与式が行われました。
同奨学金は、鹿児島大学留学生後援会が私費外国人留学生に対して経済的支援を行うこと
で学習効果を高めることを目的として支給しており、今回は、８名の留学生へ奨学金が支給
されました。
授与式では、後援会会長である佐野 輝学長が、出席した８名に奨学金を手渡し、「世界が
新型コロナウイルス感染拡大の影響による大変な状況の中で、留学生の皆様も不慣れな異国の地での生活に苦労しなが
ら、自己の目的を達成するために勉学に励んでおられる。これからも積極的に学ぶ姿勢を持ち続け、留学を終え帰国し
た後も日本及び鹿児島とのつながりを持ち、母国との懸け橋になってほしい。」との激励の言葉を贈りました。

───────────────────────────────────────────────────────────
• 八代海の泥ハゼ、チワラスボの"オシリ"をカジる新種の甲殻類を発見

大学院理工学研究科の上野 大輔准教授が、出水市沿岸干潟の泥中に暮らすハゼ、チワラスボに共生する
珍しい小型甲殻類を発見、報告しました。この甲殻類は新種で、更に種より上の分類階級である属と科に該
当するものも存在しない極めて珍しい種で、新科新属新種として記載、報告されました。鹿児島県の沿岸域
に、極めて珍しい生物が生息する貴重な事例となります。
鹿児島県沿岸は、世界的にも生物相豊かな海域であり、これまでにも多くの新種が発見されてきました。
今後、その数は更に増えることが期待されます。しかし、種よりも上の分類階級である属、さらにその上の
科のレベルが新しく設立されることは極めて珍しく、甲殻類の進化の歴史を解明する上での学術的意義は
大きいものと考えます。なお、干潟に暮らす動物間には様々な共生関係が知られますが、地面の下という隠蔽的な環境
でもあるためか、明らかになっていないことも未だ多いことを示唆する好例でもあります。本種の保全も視野に入れた、
今後の研究が必要であると考えられます。

◆
一
般
資
金

個
人

【
二
十
万
円
】

野
口

　愛
子

【
十
万
円
】

松
成

　裕
子

【
八
万
八
千
円
】

谷

　怜
子

【
四
万
円
】

八
代

　利
香

【
三
万
円
】

宮
本

　篤

【
二
万
円
】

岩
田

　元
一

【
一
万
円
】

添
島

　亮
一

川
原

　俊
郎

茅
島

　浩
一
郎

【
千
円
】

高
妻

　孝
次

辻

　潔

【
ご
芳
名
の
み
掲
載

希
望
の
寄
附
者
様
】

西
元

　春
義

小
寺

　ユ
リ
子

徳
重

　友
郁

永
島

　勇
秀

風
間

　広
仁

足
立

　清
浩

山
本

　茂
弘

一
丸

　春
光

井
上

　和
也

坪
田

　信
一
郎

福
澤

　由
香

坂
本

　有
吾

谷
之
口

　泰
典

森
野

　颯

七
種

　洋
介

西
澤

　保
孝

牧
迫

　浩
二

森
川

　勇
一

大
脇

　哲
洋

根
路
銘

　安
仁

西
谷

　佳
浩

中
尾

　優
子

小
原

　恭
子

増
原

　薫

田
中

　一
枝

海
江
田

　省
吾

田
中

　賢
治

【
掲
載
を
希
望

さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

六
十
二
名

団
体
等

【
百
万
円
】

日
本
ガ
ス
株
式
会
社

【
五
十
万
円
】

株
式
会
社
久
永

上
野
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　上
野

　廣
一
郎

株
式
会
社
渡
辺
組

代
表
取
締
役

　渡
辺

　丈

【
二
十
万
円
】

エ
ス
オ
ー
シ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
南
九
州
電
設

代
表
取
締
役
社
長

　瀬
口

　勝
久

【
十
万
円
】

ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
徳
電
社

【
五
万
円
】

テ
ク
ノ
冷
熱
株
式
会
社

九
綿
設
備
工
業
株
式
会
社

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

教
職
員
共
済
生
活
協
同
組
合

株
式
会
社
M
i
s
u
m
i

公
益
財
団
法
人
米
盛
誠
心
育
成
会

理
事
長

　米
盛

　庄
一
郎

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

ブ
ル
ー
ム
ビ
ル
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　小
関

　朋
宏

鹿
児
島
空
港ビル

ディ
ン
グ
株
式
会
社

中
外
電
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　田
牧

　安
雄

有
限
会
社
渕
上
事
務
器

◆
リ
サ
イ
ク
ル
募
金

鳥
飼

　久
裕

大
峰

　悠
矢

豊
田

　尚
之

田
城

　麻
紀

澤
井

　七
絵

松
見

　あ
ず
さ

舟
橋

　惠
子

信
太

　裕
之

太
田

　圭
子

有
馬

　信
輔

田
城

　澄
子

勝
濱

　良
博

宮
崎

　将
尊

山
下

　實

山
中

　英
賢

鳥
居

　裕
一

厚
田

　由
布
子

田
村

　正
人

高
橋

　啓
三

斉
藤

　真
美

下
條

　隆
雄

井
原

　慶
一
郎

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

五
十
六
名

◆
修
学
支
援
事
業
基
金

個
人

【
五
十
六
万
円
】

田
中

　達
朗

【
五
万
円
】

遠
矢

　良
樹

【
一
万
円
】

茅
島

　浩
一
郎

高
橋

　宏
德

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

樋
ノ
口

　正
光

福
本

　一
法

宮
原

　広
典

畠

　広
子

有
銘

　工

森

　秀
樹

比
嘉

　健
裕

宮
本

　直
人

十
川

　英

福
島

　誠
治

岡
本

　実
佳

並
松

　靖
子

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
十
五
名

団
体
等

【
五
十
万
円
】

ア
プ
ラ
イ
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

　岡

　義
治

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

鹿
児
島
大
学
教
職
員
組
合

理
学
部
支
部

◆
歯
学
部
基
金

【
五
十
二
万
円
】

鹿
児
島
大
学
歯
学
部
後
援
会

会
長

　有
馬

　敬

【
五
十
万
円
】

医
療
法
人
宝
歯
会

か
じ
わ
ら
歯
科
医
院

理
事
長

　梶
原

　浩
喜

【
二
十
万
円
】

梶
原

　浩
喜

【
十
万
円
】

医
療
法
人
英
成
会

神
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科

【
五
万
円
】

田
沼

　順
一

太
田

　博
見

柳
田

　敏
孝

田
原

　勝
矢

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

太
田

　道
明

萩
原

　和
繁

長
田

　ひ
ま
り

徳
重

　友
郁

村
岡

　信
宏

西
村

　正
宏

西
谷

　佳
浩

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

七
名

◆
鹿
児
島
大
学
病
院
基
金

【
百
万
円
】

社
会
医
療
法
人
義
順
顕
彰
会

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
朝
戸
医
院

一
般
財
団
法
人
親
和
会

【
五
十
万
円
】

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

【
三
十
万
円
】

松
清

　五
男

【
二
十
万
円
】

市
村

　カ
ツ
子

【
十
万
円
】

山
下

　敏
史

河
野

　英
一

久
德

　順
子

小
林
中
央
眼
科

　益
山

　芳
正

【
五
万
円
】

榎
田

　英
樹

【
四
万
円
】

谷
口

　昇

又
木

　雄
弘

【
三
万
円
】

仲
井

　精
一

入
部

　英
典

貴
嶋

　陸
博

築
地
新

　公
女

山
森

　剛

前

　哲
二

濵
田

　基
治

【
二
万
円
】

鮎
川

　秋
徳

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

内
村

　真
吾

河
野

　竜
一

金
城

　敏

七
呂

　節
子

東

　美
枝
子

三
原

　健
志

今
村

　健
三
郎

山
本

　美
奈
代

内
藤

　慎
吾

萩
元

　美
恵
野

渡
辺

　京
子

甲
斐

　律
夫

畠

　広
子

家
村

　和
千
代

吉
留

　正
次

堀
下

　千
鶴

垣
花

　泰
之

宮
田

　昌
明

弓
場

　裕
之

佐
藤

　真
紀
子

山
下

　勝

西
谷

　佳
浩

大
脇

　哲
洋

中
村

　雅
之

徳
重

　明
央

内
門

　泰
斗

嶽
﨑

　俊
郎

鹿
児
島
大
学
病
院
B
棟
6
階

佐
藤

　雅
美

中
村

　智
子

鮎
川

　秋
徳

奥
屋

　雅
彦

横
枕

　久
美
子

今
川

　真
由
美

松
﨑

　健
太
郎

川
内

　美
千
代

肥
後

　昌
代

福
田

　ゆ
か
り

福
島

　悦
子

脇
野

　龍
也

サ
ツ
マ
薬
品
株
式
会
社

社
会
医
療
法
人
天
陽
会

理
事
長

　厚
地

　良
彦

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
十
二
名

◆
練
習
船
基
金

【
八
万
八
千
円
】

谷

　怜
子

【
五
万
円
】

遠
矢

　良
樹

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

小
針

　統

瀬
戸
口

　浩

村
岡

　祐
輔

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
名

◆
医
学
部
医
学
科
教
育
基
金

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

増
原

　薫

垣
花

　泰
之

村
岡

　祐
輔

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

四
名

◆
教
育
学
部

　附
属
学
校
園
基
金

【
十
万
円
】

上
谷

　順
三
郎

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

及
川

　豊

久
保

　和
奈
利

佐
藤

　壮
司

川
畑

　活
人

有
村

　純
頼

鵜
飼

　憂
子

吉
田

　紘
基

福
田

　留
美

尾
籠

　り
か

今
村

　恵
美
子

三
輪

　玲
子

松
下

　岳

山
下

　泉

樋
高

　寛
子

株
式
会
社
鶴
亀
堂

代
表
取
締
役
社
長

　脇
田

　喬

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

十
四
名

◆
動
物
病
院
基
金

【
五
十
万
円
】

杉
木

　和
子

【
十
万
円
】

原
田

　直
美

【
三
万
円
】

松
尾

　し
の
ぶ

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

土
橋

　苑
子

上
小
鶴

　博

十
川

　英

中
村

　智
子

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

八
名

◆
工
学
部
創
立
七
十
五
周
年

　記
念
事
業
基
金

【
十
万
円
】

櫻
澤

　義
信

電
気
電
子
親
交
会

木
下

　英
二

隅
田

　泰
生

石
原
田

　秀
一

園
田

　裕
和

【
五
万
円
】

松
永

　広
幸

【
四
万
円
】

中
里

　勉

【
三
万
円
】

仮
屋

　孝
二

奈
良

　大
作

堀
之
内

　昇
吾

木
村

　至
伸

根
比

　瞭

木
佐
貫

　浄
治

中
川

　喜
介

【
一
万
円
】

東

　正
樹

下
村

　慎
一
郎

楢
崎

　彦
三

奥
平

　浩
之

吉
満

　正
美

大
重

　俊
則

原
田

　節
男

【
五
千
円
】

妙
見

　崇

平
屋

　幹
雄

横
山

　大
介

篠
原

　欣

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

下
田
代

　和
久

山
下

　英
成

東

　樹
志

藤
澤

　敬
一

冨
山

　大
輔

深
水

　幸
滋

小
山

　孝
一
郎

谷

　正
信

別
府

　孝
太
郎

前
田

　光
貴

後
藤

　真
秀

本
地

　雄
一

松
永

　裕
樹

喜
元

　亨

石
野

　孝
樹

向
井
原

　崇

稲

　卓
郎

栗
野

　克
大

増
田

　貴
文

羽
生

　大
仁

審
良

　善
和

福
島

　誠
治

橋
口

　周
平

大
橋

　勝
文

小
田

　美
紀
男

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

十
八
名

◆
鹿
児
島
大
学

　理
学
基
礎
研
究
支
援
金

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

一
名

◆
鹿
児
島
大
学
め
ぐ
み
会

　医
学
研
究
振
興
基
金

【
ご
芳
名
の
み掲載

希
望
の
寄
附
者
様
】

医
療
法
人
恵
会

鹿大「進取の精神」支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心より御礼申し上げます。お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただ

きます。ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。
令和4年3月   国立大学法人鹿児島大学   学長　佐野 輝

【2021年1月から2021年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）
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進め! 
鹿大生

鹿大トピックス

座右の銘 座右の銘

人
財
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
S
K
Y
C
A
M
P
（
操
縦
飛
行
体
験
）
」
か
ら
誕
生
し
た
「
地
域
密
着
型
パ
イ
ロ
ッ
ト
」
訓
練
生

本
学
と
J
A
L
グル
ー
プ
の
連
携
の

下
、2
0
2
0
年
度
に
実
施
さ
れ
た

地
域
密
着
型
パ
イ
ロッ
ト
人
財
創
出
プ

ロ
グ
ラ
ム「
S
K
Y
C
A
M
P
」参
加

学
生
の
中
か
ら
、第
１
期
パ
イ
ロッ
ト
ラ

イ
セ
ン
ス
訓
練
生
と
し
て
選
ば
れ
た
の

が
奥
紘
輔
さ
ん（
写
真
左
）、立
山
陸

さ
ん
で
す
。こ
の
春
か
ら
、共
に
養
成

機
関
で
あ
る
崇
城
大
学（
熊
本
市
）に

身
を
置
き
、研
究
生
と
し
て
実
践
的

知
識
や
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
に

憧
れ
て
い
た
と
い
う
奥
さ
ん
、立
山

さ
ん
。「
一
生
分
の
運
を
使
っ
た
ほ
ど

の
幸
運
」と
喜
び
ま
す
が
、指
導
に

当
た
っ
た
小
川
典
夫
教
官（Japan

G
eneralAviation

Service

運
航

本
部
長
）は「
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
素

直
に
吸
収
す
る
。で
も
真
似
る
だ
け

で
な
く
、よ
り
う
ま
く
飛
ぶ
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
自
ら
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
成
長
が
早
い
」と
、

２
人
の
学
ぶ
姿
勢
を
評
価
し
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
難
し
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、仲
間
と
共
に

乗
り
越
え
てい
き
た
い
」「
優
秀
な
パ
イ

ロッ
ト
に
な
っ
て
、大
学
と
J
A
L
グ

ル
ー
プ
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
っ
た
稲
盛

さ
ん（
名
誉
博
士
）を
は
じ
め
、お
世

話
に
な
っ
た
方
々
や
生
ま
れ
育
っ
た
地

域
に
恩
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春からの訓練で使用する４人乗り
双発機・ダイヤモンドエアクラフト
DA42

「SKYCAMPでの経験は一生の宝。航
空業界に興味のある人も、そうでな
い人もぜひ参加してみてください！」

実機で飛行した後は操縦訓練装置を
使って振り返り検証を行い、操縦技術
の向上を図る

※プログラムは、地域航空を永続的・安定的に支える人財の裾野の拡大・発掘・育成を目的として、本学と日本航空株式会社（JAL）、日本エアコミューター
株式会社（JAC）の3者による連携協力協定に基づき2020年度より実施。文系・理系、男女を問わず、全学部・研究科の学生が対象です。

人間は思いの主人であり、
人格の制作者であり、

環境と運命の設計者である
自分自身の弱い心に打ち勝ち、より良い
行動を選択する勇気を貰える言葉です。
つい不平不満や自己中心的な考えを抱
くこともありますが、そんな気持ちに基
づく行動は、後々自分を苦しめることに
なるように感じます。他者や社会のため
となる行動を選択するという積み重ね
で、自分自身も周囲の人や社会も幸せに
なることができると思います。（奥さん）

雪に耐えて梅花麗し
苦しい時の経験ほど後にプラスになって
くると思います。いろんなことに挑戦し
て、困難に負けず努力したいと思います。
（立山さん）

工学部機械工学科4年

立山 陸 さん
Riku Tateyama

大学院理工学研究科 工学専攻2年

奥 紘輔 さん
Kosuke Oku

• 医療支援のため看護師を沖縄県へ派遣
鹿児島大学病院では、文部科学省か
らの派遣要請に基づき医療体制がひっ
迫している沖縄県へ看護師１名を派遣
することとなり、1月21日に壮行会を実
施しました。
本学からは髙見 利恵看護師長が選出
され、1月26日から2月8日までの２週
間、沖縄市の医療機関へ派遣されました。
壮行会では、坂本 泰二病院長が「隣県として手助けしたいとい
う気持ちがずっとあった。沖縄県の人々のために力を尽くし、また
鹿児島で有事が起きた場合にも備えられるような経験を積んでほし
い」と激励の挨拶を述べ、髙見看護師長は「患者さんの命を守り心
に寄り添うことは、看護師の使命。診療や療養の世話に、精いっぱ
い協力したい」と、力強い抱負を述べました。

─────────────────────────────────

• 【寄稿】「樟寿会便り」
鹿児島大学樟寿会は本学名誉教授の任意団体です。昨年度（令
和2年度）は、稲盛記念館のレストラン、「ヴェジマルシェ ‘19」
を利用した初めての「総会・懇親会」を企画したにも関わらず、
新型コロナウイルスの感染拡大のため中止せざるを得ませんでし
た。本年度は状況を考慮し、会食を伴う「懇親会」は自粛したう
えで、Zoom を利用したオンラインを併用し、11月20日（土）稲
盛アカデミーA11講義室で開催されました。参加者はオンライン
参加者24名を含めて54名でした。東京（会場参加）、愛知、京都、
福岡、長崎（以上オンライン参加）と、遠方から参加があったこ
とは特筆すべきことです。
総会では、吉田浩己会長の挨拶に続
いて、佐野輝学長から本学の近況につ
いて詳しい説明がありました。大学の
「ガバナンス改革」についてもお話が
あり、学長ご自身も年1回、評価を受
けるというお話から、日々のご尽力を
窺い知ることができました。
引き続き、新入会員の自己紹介があった後、坂尾隆会員（平成
14年退職、教育、84歳）を議長に選出して議事に移り、前総会か
らの活動報告、平成31（令和元）年度、令和2年度会計報告、樟
寿会規則の改正が承認されました。規則改正の中身は、幹事の選
出母体として新たに「獣医学系」を設けたことと、幹事の選出母
体の名称を本学の最近の教育研究組織の改編に沿うように改めた
ことです。
「記念講演」は、時勢を反映して、鹿児島大学大学院医歯学総
合研究科微生物学分野教授の西順一郎氏による、「新型コロナウ
イルスに関する最新の知見と感染予防について」と題するもので
した。「COVID-19」も普通の感染症の一つとして社会が受け止め
る時期に来ているのではないかというのが西氏の見解でした。

鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育
の推進や地域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組む
ため、鹿大「進取の精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしてお
ります。つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税
法上の優遇措置の対象となります。

【お問い合わせ先】　鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-3854
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

読者アンケートのご協力のお願い
本誌に関する皆様からの率直なご意見
ご感想についてお待ちしております。

読者アンケートのご協力のお願い
アンケートは
こちらから！

佐野学長の総会での講演
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春からの訓練で使用する４人乗り
双発機・ダイヤモンドエアクラフト
DA42

「SKYCAMPでの経験は一生の宝。航
空業界に興味のある人も、そうでな
い人もぜひ参加してみてください！」

実機で飛行した後は操縦訓練装置を
使って振り返り検証を行い、操縦技術
の向上を図る

※プログラムは、地域航空を永続的・安定的に支える人財の裾野の拡大・発掘・育成を目的として、本学と日本航空株式会社（JAL）、日本エアコミューター
株式会社（JAC）の3者による連携協力協定に基づき2020年度より実施。文系・理系、男女を問わず、全学部・研究科の学生が対象です。

人間は思いの主人であり、
人格の制作者であり、

環境と運命の設計者である
自分自身の弱い心に打ち勝ち、より良い
行動を選択する勇気を貰える言葉です。
つい不平不満や自己中心的な考えを抱
くこともありますが、そんな気持ちに基
づく行動は、後々自分を苦しめることに
なるように感じます。他者や社会のため
となる行動を選択するという積み重ね
で、自分自身も周囲の人や社会も幸せに
なることができると思います。（奥さん）

雪に耐えて梅花麗し
苦しい時の経験ほど後にプラスになって
くると思います。いろんなことに挑戦し
て、困難に負けず努力したいと思います。
（立山さん）

工学部機械工学科4年

立山 陸 さん
Riku Tateyama

大学院理工学研究科 工学専攻2年

奥 紘輔 さん
Kosuke Oku

• 医療支援のため看護師を沖縄県へ派遣
鹿児島大学病院では、文部科学省か
らの派遣要請に基づき医療体制がひっ
迫している沖縄県へ看護師１名を派遣
することとなり、1月21日に壮行会を実
施しました。
本学からは髙見 利恵看護師長が選出
され、1月26日から2月8日までの２週
間、沖縄市の医療機関へ派遣されました。
壮行会では、坂本 泰二病院長が「隣県として手助けしたいとい
う気持ちがずっとあった。沖縄県の人々のために力を尽くし、また
鹿児島で有事が起きた場合にも備えられるような経験を積んでほし
い」と激励の挨拶を述べ、髙見看護師長は「患者さんの命を守り心
に寄り添うことは、看護師の使命。診療や療養の世話に、精いっぱ
い協力したい」と、力強い抱負を述べました。

─────────────────────────────────

• 【寄稿】「樟寿会便り」
鹿児島大学樟寿会は本学名誉教授の任意団体です。昨年度（令
和2年度）は、稲盛記念館のレストラン、「ヴェジマルシェ ‘19」
を利用した初めての「総会・懇親会」を企画したにも関わらず、
新型コロナウイルスの感染拡大のため中止せざるを得ませんでし
た。本年度は状況を考慮し、会食を伴う「懇親会」は自粛したう
えで、Zoom を利用したオンラインを併用し、11月20日（土）稲
盛アカデミーA11講義室で開催されました。参加者はオンライン
参加者24名を含めて54名でした。東京（会場参加）、愛知、京都、
福岡、長崎（以上オンライン参加）と、遠方から参加があったこ
とは特筆すべきことです。
総会では、吉田浩己会長の挨拶に続
いて、佐野輝学長から本学の近況につ
いて詳しい説明がありました。大学の
「ガバナンス改革」についてもお話が
あり、学長ご自身も年1回、評価を受
けるというお話から、日々のご尽力を
窺い知ることができました。
引き続き、新入会員の自己紹介があった後、坂尾隆会員（平成
14年退職、教育、84歳）を議長に選出して議事に移り、前総会か
らの活動報告、平成31（令和元）年度、令和2年度会計報告、樟
寿会規則の改正が承認されました。規則改正の中身は、幹事の選
出母体として新たに「獣医学系」を設けたことと、幹事の選出母
体の名称を本学の最近の教育研究組織の改編に沿うように改めた
ことです。
「記念講演」は、時勢を反映して、鹿児島大学大学院医歯学総
合研究科微生物学分野教授の西順一郎氏による、「新型コロナウ
イルスに関する最新の知見と感染予防について」と題するもので
した。「COVID-19」も普通の感染症の一つとして社会が受け止め
る時期に来ているのではないかというのが西氏の見解でした。

鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育
の推進や地域に貢献する人材の育成など教育研究支援の強化に取り組む
ため、鹿大「進取の精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしてお
ります。つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税
法上の優遇措置の対象となります。

【お問い合わせ先】　鹿児島大学総務課基金・渉外係
TEL：099-285-3101　FAX：099-285-3854
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

読者アンケートのご協力のお願い
本誌に関する皆様からの率直なご意見
ご感想についてお待ちしております。
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アンケートは
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2022年 3月発行

　北辰通り（大正4年第七高等学校第14回記念祭歌「北辰斜に」に由来）。鹿児島大学のシ
ンボル。キャンパスのメインストリートであり、約250ｍにわたりワシントンヤシが並び、
南国鹿児島らしさを演出しております。

表紙イラスト　ヨシサコ ツバサ（画家/イラストレーター）
鹿児島大学教育学部美術専修卒。得意なモチーフは楽器/食べ
物/市街。キャッチーかつポップで明るく鮮やかな色合いのイ
ラスト制作が得意。2020年後半からこれらの要素と「昭和レトロ」の要素を融合させたよう
な作品も制作し、2021年頃からは鹿児島の風景とその中で生活するうさぎさんのキャラク
ターを活き活きと描いた作品を中心に制作しています。

　九州の大地で元気に育った香り豊かなレモングラスをティーバッグにしました。目覚めの一杯、休憩の一杯、リラッ

クスの一杯。爽やかな香りでホッと一息つきませんか？

鹿大プラスでは、鹿児島大学インフォメーションセンターで販売している鹿児島
大学の研究・教育活動の成果として完成した商品を紹介します。
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お求め・お問い合わせ先 インフォメーションセンター（鹿児島大学正門横）

鹿大プラス

☎099-285-3864　開館時間：月曜日～金曜日（休日・祝祭日を除く）　９：30～16：30（昼休み13：00～14：00）

今号の表紙「北辰通り」

「九州産レモングラス+厳選されたハーブ」
内容量：3g×6袋（ティーパック） 価格：700円（税込）【レモングラス・ティーのみ  6 5 0円（税込）】
原材料：国産のレモングラスを使用したハーブティー。農学部との研究開発商品です。全5種類。

レモングラス・ティー、レモングラス＆スペアミント／パクチーシード／タイジンジャー／パクチーリーフ
カフェイン：0％

kagoshima_univ.koho

Instagramでも情報発信中！
＊本誌掲載の写真は撮影時のみマスクをはずしています。
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